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序文

大胡町は､群馬県の県都前橋市の東に接し、赤城山南麓の裾野に位置します。

高度成長以後は前橋市のベットタウンとして着実に変貌を遂げ、前橋市と桐生

市を結ぶ上毛電鉄から見る車窓も養蚕国の象徴であった桑畑も激減して住宅に

変わっています。

本書は、近年に行われた町道建設に伴い事前に発掘調査が行われた三遺跡の

報告書であります｡堀越丁二本松Ｂ地点遺跡では縄文時代の住居跡が見つかり、

以前に調査された堀越芝山遺跡の集落杜の一部と考えられます｡県指定史跡｢大

胡城跡」の一角である大胡神社前の遺跡では、建物跡や堀底道・神社の参道の

一部等が見つかりました。遺物は中世～昭和期に渡り、太平洋戦争時の陶磁器

も出土しています｡養林寺の北側は大胡氏の館跡と推定されている寺域であり、

縄文時代～近世の遺構・遺物が検出されました。

今後、これらの資料が大胡町の歴史の一助として利用され、さらに群馬県の

縄文時代～昭和時代の解明に本書が広く活用されることを要望し、序文といた

します。

大胡町教育委員会

教育長松本浩



例

一一一口

１本書は､勢多郡大胡町の町道建設に伴い発掘調査された三遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２報告する遺跡は「町道柊木・前滝線緊急地方道整備事業」に係わる堀越丁二本松Ｂ地点遺跡と「町

道堀越・上大屋線道路整備事業」に係わる大胡神社前遺跡・養林寺裏遺跡である。

３遺跡の名称は、小字に大字を併記して呼称する。「堀越丁二本松Ｂ地点遺跡｣は、本遺跡の北方で発

掘調査された「堀越芝山遺跡」があり、同遺跡の一部と考えられる。尚、「堀越芝山遺跡」は字芝山で

なく字丙二本松に所在することが判明した。「堀越芝山遺跡」を「丙二本松遺跡」と訂正し、不注意を
お詫びする。

３発掘調査は、大胡町教育委員会が直営で実施したものである。

４本書の作成は、編集。執筆を大胡町教育委員会山下歳信が行った。

５発掘調査によって出土した遺物は、大胡町教育委員会文化財事務所に付設する収蔵棟で管理・収蔵
されている。

６発掘調査の実施および本書を作成するについて、下記の機関・諸氏にご指導.ご協力を賜った。記
して感謝の意を表したい。（順不同、敬称略）

大胡町役場建設課養林寺技研測量株式会社須賀工業谷藤保彦関根'慎一
笠原仁史新井喜昭中島直樹水谷好雄

７発掘調査作業員及び整理作業員は次のとおりである。（敬称略）

若林俊次大原きみ子勅使川原幸枝石井よれ小沢チヅエ石川節子

荒井愛子萩原秀子井上美代子小林勝荒井春夫大野京子松倉菊江

エ石川節子

大野京子松

田村志づ江斎藤準山下雅江鈴木久美子内藤典子五十嵐文江

須田章子水谷貴之

北爪珠美

凡例

第１図の遺跡分布図は、大胡町役場発行の10,000分の１を使用した。

第２図の位置図は、大胡町役場発行の2,500分の１を使用した。

遺構の縮尺は、住居跡１：６０、土坑１：３０～60とした。

遺物の縮尺は、１：３基本とし、他のものはスケールを付した。

遺構図中に記した断面基準線は、標高を示す。

遺構図中に示したＮ方向は、座標北である。

縄文土器の胎土内に繊維を含むものは、断面に●を付した。

出土遺物の写真は割愛させていただいた。
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５
６
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第Ｉ章発掘調査に至る経緯

《堀越丁二本松Ｂ地点遺跡》

当町建設課より平成９年２月28日付けで町道柊木・前滝線緊急地方道路整備事業に伴う埋蔵文化財の

有無を確認する試掘調査の依頼を受け、重機による試掘調査を行った。その結果、平成６年度に大胡町

総合運動公園の建設事業に伴う発掘調査を実施した堀越芝山遺跡（改正堀越丙二本松遺跡）で検出さ

れた縄文時代の集落跡の広がりの一部と考えられる住居跡と土坑を確認した。

教育委員会は、本道路整備事業に於ける開発行為により、埋蔵文化財の破壊が想定されることから、

開発にあたっては事前に協議を願う意見書を建設課に提出し、事業の進捗に伴い同年の９月16日～30日

に発掘調査を実施した。

《大胡神社前遺跡と養林寺裏遺跡》

平成10年３月20日に当町建設課より都市企画道路３．４．５号堀越上大屋線緊急地方道路整備Ａ工事

（改良）に伴う埋蔵文化財の協議が持たれた。同路線は一部拡幅を伴う改修と新路線の変更が行われる

予定があり、協議に基づき４月に大胡城跡の最北の曲輪で大胡神社が鎮座する近戸曲輪と現在大胡幼稚

園として使用されている北城（越中屋敷）を区切る大堀切りが想定される大胡神社前遺跡の試掘調査を

行った。同地域は現道の北側拡幅部分を対象とした試掘調査であった。この部分には大胡神社の西大門

と云われた参道が存在した箇所であり、遺跡の破壊が十分予想される為、発掘調査を実施し、記録保存

を図ることで教育委員会と建設課は同意する。発掘調査は平成10年４月からＡ地点、同年10月からＢ地

点を実施した。

同一路線上にある養林寺の北側は、大胡神社前から直線とする計画であり、同寺域は大胡氏に関係す

る館跡と推定されている箇所である。試掘調査により、平安時代以降の遺構を検出した。結果を踏まえ、

記録保存の為の発掘調査を平成11年４月から実施した。

発掘調査終了後には、随時土器洗いと図面整理等を行った。報告書の刊行は平成13年度事業として本

報告書の発行を行った。

第II章調査の方法

調査にあたっては、国家座標Ⅸ系を基準とする５ｍ×５ｍのグリットを設定した。グリット名は堀越

丁二本松Ｂ地点遺跡は南東コーナー杭をもってグリット名と呼称した。大胡神社前遺跡も東西方向に算

用数字、南北方向をアルファベットを付し、グリット名は南西コーナー杭をもって呼称し、養林寺裏遺

跡は南北方向に算用数字、東西方向をアルファベットを付し、グリット名は南東コーナー杭をもって呼

称した。調査は、試掘結果に基づき縄文時代の遺構確認面付近まで重機により掘削し、ジョレンがけに

よりプラン確認を図った゜

遺構の記録図面は、Ｓ＝１：２０を基本とし、必要に応じＳ＝１：１０の詳細図で記録した。遺構の記録

写真は、３５mmの白黒フイルム及びカラーリパーサルフイルムを用い、完掘後の全体写真は業者に委託し

てバルーン（気球）により６×６の白黒フイルム及びカラーリバーサルフイルムを用い実施した。
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第III章堀越丁二本松Ｂ地点遺跡

第１節遺跡の位置と環境

本遺跡は、勢多郡大胡町

大字堀越字丁二本松に所在

し、上毛電気鉄道大胡駅の

北西2.3kmに位置する｡遺跡

の東方は東傾斜となり、尾

引沼を谷頭として南方に続

く開析谷となり、比高差は

10ｍ以上を測る。

標高222ｍ前後の平坦部

に検出され、北に町道柊

木・前滝線を挟んで堀越丙

二本松遺跡(4)が隣接す

る。同遺跡からは縄文前期

ニッ木式期の住居跡が３軒

検出されており、本遺跡で

も同期の住居跡の検出から

集落の広がりが確認され

た。

同台地の南方や開析谷を

挟んで東方の台地上には、

県営担い手育成ほ場整備事

業大胡西北部地区の事業に

伴う発掘調査で検出された

多くの遺跡が分布する。

縄文時代では前期前葉の

花積下層～ニッ木式期と諸

磯式期の集落杜である横沢

新屋敷遺跡（５）、ニッ木式

期の集落社である堀越中道

遺跡(6)がある。これらは、

谷地を挟んで350ｍ前後の

間隔にあり、同期の遺跡が

点在する事例は群馬県内で

第１図遺跡の位置と周辺の遺跡

堀越丁二本松Ｂ地点遺跡２大胡神社前遺跡３養林寺爽遺跡
検沢新屋敷遺跡６堀越中道巡跡７茂木二本松追跡
枇沢向田遺跡１０柴崎遺跡１１甲諏訪遺跡

新畑辿跡１４～１６五十山遺跡群１７大胡町39号域
堀越乙西尾引遺跡２０横沢城跡２１真木遺跡
長善寺２４束福寺跡２５金胎寺跡
大胡城跡本丸

堀越丙二本松遺跡
横沢向山辿跡

堀越西一丁田辿跡

堀越丁二本松遺跡

殿町遺跡
永髄寺跡
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特出すべきである。後続する関山式期は小規模集落である茂木二本松遺跡(7)がある。中葉の黒浜・有

尾式期、それに継続する後葉の諸磯式期は小規模集落であり、横沢向山遺跡(8)、横沢向田遺跡(9)等

がある。中期は加曽利Ｅ式期の集落も小規模集落であり、柴崎遺跡(10)と甲諏訪遺跡(11)がある。後期

に至ると遺跡は減少するが堀ノ内式期の住居杜と加曾利Ｂ式期の包含層を検出した堀越西一丁田遺跡

(12)がある。晩期～弥生時代の遺跡は本町では激減し、本遺跡の周辺では検出されていない。

古墳時代の初頭において再び集落が営み始められる。所謂「石田川式」期の集落が薬師川沿いに営ま

れ、新畑遺跡(13)と五十山遺跡群(14～16)が調査されている。

古墳の構築は終末期頃に活発となり、小規模の円墳が寺沢川の右岸と左岸の台地上に構築されて群集

境を構成している。左岸では獅噛環頭太刀を出土している大胡町39号境(17)を代表とする柴崎古墳群や

向山・向田地区の古墳群、右岸では五反田・大塚地区と横沢新屋敷遺跡の古墳群等がある。

集落の営みは５世紀以降は停滞し、平安時代に至り活発となる。堀越中道遺跡(６）は下級官人に掌握
された拠点集落と考えられ、周辺に堀越丁二本松遺跡(18)等の小集落が点在する。これらの集落は鉄生

産に係わると考えられる開拓集落であり、乙西尾引遺跡では製鉄社(19)が検出されている。同期の古墓
は真木遺跡(21)から石製骨蔵器が検出されている。中世では宇内出にある通称「日向屋敷」と呼ばれて
いる横沢城(20)があり、堀吐が残存する。

第２節検出された遺構と遺物

本遺跡では縄文時代前期の住居跡１軒・竪穴遺構１基、同時代と考えられる土坑６基、集石土坑１基
が検出された。１号住居跡は過去に発掘調査された堀越丙二本松遺跡（|日名芝山遺跡）で検出された
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第２図堀越丁二本松Ｂ地点遺跡の位置図

３ 



前期ニッ木式期と同期であり、両遺跡は同一集落と推定される。その広がりは台地平坦部が東～南東方

向に張り出す部分に営まれている。出土遺物はニッ木式期の他に前期諸磯ｃ式期の土器片が竪穴遺構か

ら出土し、同遺構から特出すべき遺物として映状耳飾りがあった。
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第３図堀越丁二本松Ｂ地点遺跡全体図

1号住居跡（第４図）

本住居跡はH10グリットの標高22100～22120ｍの台地部にあり、本庄后跡はH10グリットの標高22LOO～22120ｍの台地部にあり、緩慢な南東傾斜の平坦部に検出さ

れた。南東方向７ｍには５号土坑、北西方11ｍに６号土坑が位置する。

形状は東西に長い隅丸長方形を呈し、主軸はＮ－５５ｏ－Ｗにとる。規模は長軸方向が4.1ｍ､短軸方向が

2.7ｍ前後を測る。壁高は残存の良い北西隅で45cm、他の壁高も20cm以上を測る。床面はほぼ平坦面を呈

し、北西～南東の対角線方向に地割れが走行する。

柱穴状掘り込みは12ケ所に検出され､Ｐ,～Ｐ４の４本柱が主柱穴と考えられる｡形状は20～30cm前後の

円形か楕円形で深さ19～30cmを測る。柱間はＰ,～Ｐ２が1.9ｍ、Ｐ２～Ｐ３がＬ２ｍ、Ｐ３～Ｐ４が2.1ｍ、Ｐ４

～Ｐ５が1.3ｍを測る。東壁下のＰ３とＰ６は、Ｐ,とＰ２、Ｐ３とＰ４のほぼライン上に存在することから、主

柱穴は６本の可能性も考えられる。周溝は東辺のＰ８から北東隅に1.4ｍ程続き、P1oの東に細長い掘り込

みを検出した。
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炉跡は中央のや西寄りに設けられ、主柱穴の対角線の交点よりやや西寄りである。構造は長軸方向の

東側が開口する．の字形石囲い炉である。西・南・北方の縁石は一石で構成され、各々の長さ22～30ｃｍ

を測り、内部は五石を敷いている

遺物はＰ２の上面に１の小型深鉢があり、北壁の中央付近に磨石がある。その他は小破片で散在して出

土した。

出土遺物（第４図１～16）

１は無文の小型深鉢土器で底部と体部の一部を欠く。口径13.6cm、器高14.5cm、底径６cm・体部下半

より上方に連れてやや開く筒形を呈し、口唇部は丸くし、部分的に尖り気味とする。口唇部から体部外

面の中位にかけて半分程に炭化物が付着している。２の口縁部片は平口縁を呈し、口唇部を角状とする。

３～16の大半は０段多条の結節を施す胴部片。

竪穴遺構（第５図）

調査区の東方隅、Ｄ２グリットに検出され、標高220ｍ前後の平坦部に位置し、南と西辺に１．２号土

坑が重複する。形状は南東部分が歪む東西に長い隅丸長方形を呈し、内部にすっぽりと入り－段低い方

形の掘り込みを有する。外形を１号竪穴とし、内形を２号竪穴とする。

１号竪穴の規模は長軸長3.85ｍ、短軸長３０５ｍを測り、壁高は北西部分が37cm、南東部分は７cm前後

が残存する。底面は北西部～東方が内傾している。

２号竪穴は2.3～2.4ｍ前後の方形を呈し、１号竪穴の壁面立ち上がりから東・北・西部分が1幅40～６０

cm、南が15～25cm1幅を有している。底面は平坦である。柱穴・周溝・炉跡は検出されなかった。

遺物は僅かであり、前期後半の諸磯Ｃ式期の土器片が覆土上層から出土し、中央部分の－段低い掘り

込みから前期前半のニッ木式期の土器片１点があった。石製品としては覆土中より映状耳飾りが出土。

出土遺物（第５図１～４）

１と２は同一個体の可能性が考えられる。１は僅かに頚部からロ縁部が係る体部上半片。上方に連れ

て開き、頚部でやや括れて口縁部は外反する。1幅３mmほどの半裁竹管により、口縁部文様帯には横位、

頚部に斜位、体部に縦位と斜位の集合沈線を充填する。貼付文は頚部に施された斜位の集合沈線を挟ん

で口縁部文様帯と体部上半に断面三角形の縦長の棒状貼付文を付す。体部上半のものは長さ７～８cmで

２cm前後の間隔に縦位に配され、その間隔の上下にボタン状貼付文を付しているが、口縁部文様帯の間

には認められない。下方にもボタン状貼付文が付されている。

２は体部下半片で半裁竹管による縦位と斜位の集合沈線が充填された後、ボタン状貼付文を比較的整

列させて付している。

３は胴部片はニッ木式期の所産と考えられる。４の映状耳飾りは縦2.1cm、横2.5cm、厚さ8.5mm、孔径

８mm、重さ５．５９を測り、石質は滑石。平面形はやや横長の楕円形を呈し、断面形は厚みのある下膨れの

蒲鉾状。孔内面は平滑で垂直的に仕上げ、全体的にぽってりとした形態である。表面は丁寧に研磨され、

光沢を放つ。

竪穴遺構から出土した縄文時代前期後葉の諸磯ｃ式期の所産である１と２は、縦長の棒状貼付文を付

す事から今村編年(2000今村）の諸磯ｃ式の新段階１期、群馬Ｄ期に該当し、当町では同期のものが上
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大屋・樋越遺跡群（1986山下）で検出されている。訣状耳飾りは、横沢新屋敷遺跡（1997藤坂）から

出土し、前期ニッ木式～諸磯ｃ式期間の所産と考えられる。

《土坑》

１号土坑（第５図）

調査区の東方Ｄ２グリットに検出され、竪穴遺構の南辺に重複する。形状は南北に長い楕円形を呈す

ると考えられ、長軸長の推定1.5ｍ、短軸長1.2ｍ前後を測る。壁高は25cm前後が残存し、底面はほぼ平

坦である。出土遺物は皆無であった。

２号土坑（第５図）

調査区の東方Ｄ３グリットに検出され､竪穴遺構の西辺に重複する。形状は南北に長い楕円形を呈し、

長軸長1.05ｍ、短軸長83cmを測る。壁高は残存の良い西方で44cmを測る。底面は平坦を呈する。出土遺

物は皆無であった。

３号土坑（第６図）

調査区の東方Ｃ・Ｄ３グリットに跨がって検出され、標高220.10ｍ前後の平坦部にあり、竪穴遺構の

南東３ｍに位置する。形状は隅丸方形気味の円形を呈し、南北長Ｌ３ｍ、東西長1.25ｍを測る。壁高は

45～51cmが残存する。底面はほぼ平坦である。出土遺物は皆無であった。

４号土坑（第６図）

調査区の東方Ｅ４グリットに検出され、標高220.50ｍ前後の平坦部にあり、竪穴遺構の北西６ｍに位

置する。形状は1.8ｍ前後の円形を基調とし、西方部で壁面の上位から最大35cmほどが開口する。壁高は

41～61cmを測り、底面は平坦を呈する。遺物は覆土中から土器の小片が８点出土した。

《出土遺物》

１は緩やかな波状口縁を呈すると考えられる口縁部片。口唇部は丸く、内外面端部に交互状とする浅

い爪形文を刺突する。地文は０段多条のＬＲとＲＬを施す。２の胴部片は０段多条のＬＲとＲＬを羽状

に施す。３は底部から直立気味とする胴部下半片で、底部～下半に貝殻背圧痕文、その上位に０段多条

のＬＲとＲＬを羽状を施す。４の地文は不明。５は０段多条を施す。

５号土坑（第６図）

調査区の中央付近Ｆ９グリットに検出された。標高220.50ｍ前後の平坦部にあり、１号住居跡の南東

6.5ｍに位置する。形状は東西がやや突出する楕円形を呈し、長軸長1.13ｍ、短軸長１ｍを測る。壁高は

21～26cmが残存する。底面はほぼ平坦である。出土遺物は皆無であった。

６号土坑（第６図）

調査区の北西隅のJ12グリットに検出された。標高221.70ｍ付近の平坦部にあり、１号住居跡の北西

10.5ｍに位置する。形状はやや東西に長い歪んだ楕円形を呈し、長軸長1.1ｍ、短軸長95cm前後を測る。

壁高は26～32cm底面はほぼ平坦である。出土遺物は僅かに１点の胴部片で、０段多条を施す。

９ 



集石土坑（第６図）

調査区の南東、拡幅部分Ｃ５グリットに検出され、標高220.30ｍ付近の平坦部に位置する。形状は東

西方向に長い隅丸方形気味を呈し、長軸長Ｌ１５ｍ、短軸長1.05ｍ前後を測る。壁高は20cm前後が残存し、

底面はやや凹凸のある平坦面を呈する。集石は覆土上面の中央から西辺よりにあり、２０cm程の角張った

礫を中心に集中する。出土遺物は皆無であった。

第３節成果と課題

昨年の12月に縄文時代研究会の主催による「列島における縄文時代集

落の諸様相」が開催され、群馬県における縄文時代集落の諸様相（2001

大工原他）では、ニッ木式期に後続する関山式期の集落構造を西毛地域

の事例を検討している｡「２～３棟程度が同時並存する小規模な集落であ

り、基本構造は直線的（列状集落）であり、この現象は県内全域で見ら

れる当期の特徴」とした。これらを踏まえ住居跡の分布図からニッ木式

期の集落構造を検討してみたい。

本遺跡では縄文時代前期前葉のニッ木式期と考えられる住居跡１軒と

同期の土坑等が検出された。当町では過去に同期の発掘調査事例が堀越

丙二本松遺跡（1996山下他)、横沢新屋敷遺跡（1997藤坂他)、堀越中

道遺跡（1997山下）の３例がある。

本報告の堀越丁二本松Ｂ地点遺跡の北方に隣接する堀越丙二本松遺跡

でも同期の住居跡が３軒検出されており、同集落の一部として捕らえら

れる。遺跡は標高223ｍ前後の台地上に位置し､平坦部から東方への傾斜

変換部付近に住居跡があり、１５ｍ程の間隔に－列に配されている。住居

跡の平面形は長方形を呈し､主柱穴は長軸に沿って６本であり､壁に沿っ

て補助的な柱穴が連続する。炉は中央より北寄りにあり、南方が開口す

る．の字形の石囲い炉である。今回検出された１号住居跡は長軸方向が

東西気味にとり、主柱穴は４本と考えられ、壁沿いの柱穴も連続しない

が、炉は一方が開口する．の字形の石囲い炉である。

横沢新屋敷遺跡は､本遺跡の西方600ｍで寺沢川右岸の標高230.50ｍ前

後の台地上に位置する。台地は南北に走行し、幅60ｍ程の平坦部に花積

下層式期～ニッ木式期と諸磯式期の住居跡が計26軒検出された。花積下

層式期の住居形態は円形気味を呈し、地床炉とする。ニッ木式期では方

形～長方形を呈するものが多く、主柱穴は長方形のものが６本である。

炉は．の字形の石囲い炉であり、中央部分か北寄りにある。住居跡の分

布は、２０～30ｍ前後の楕円形の空間部を取り巻いて半径40ｍ前後の範囲

に環状を成して住居跡が分布するが、具体的に見ると東方で４棟前後の

３グループが弧状に分布し、西方では列状に分布している。

堀越中道遺跡は、本遺跡の南東約700ｍで薬師川左岸の標高は200ｍ前

'顧
短Ｐ

第７図堀越丁二本松Ｂ地点
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第８図横沢新屋敷遺跡

第９図堀越中道遺跡
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後の台地上に位置する。台地は南北に走行し､幅120ｍ程の平坦部にニッ木式期の住居跡が17軒検出され

た。住居跡の平面形は長方形を呈し、主柱穴は長軸に沿って４～６本であり、壁に沿って補助的な柱穴

が連続するものとないものがある。炉は中央より北寄りにあり、南方が開口する．の字形の石囲い炉が

大半である。住居跡の分布は東方が２～３棟程が並列状に連なり、明確ではないが半径25ｍ前後の空間

部を取り巻いて西・南・北には環状気味に点在する。

これらの結果から、ニッ木式期の住居跡は平面形が長方形で主流を占め、主柱穴は２～６本であるが

長方形のものは６本柱が大半であり、この６本柱を有するものは壁沿いに補助的な柱穴が連続する。炉

は一方が開口する．の字形の石囲い炉が主体である。これらの要素は後続する関山式期に引き継がれる。

集落構造は、横沢新屋敷遺跡と堀越中道遺跡では中央部分に空間があり、前者では西方、後者では東方

が列状となっている。横沢新屋敷遺跡と堀越中道遺跡は住居跡の分布から最低でも二時期が想定され、

その結果が環状集落の様相を呈する分布となったのかは今後の課題である。
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第IV章大胡神社前遺跡

第１節位置と歴史的環境

群馬県の中央部に聟える赤城山の南麓に位置する大胡町は、古代に於いては｢大胡臣｣、中世では源頼

朝の御家人として活躍した「大胡氏」の中心的居住地として知られ、現在の町名に「大胡」が継承され

ている。

県指定史跡である大胡城跡は荒砥111の右岸の丘陵部に構築され、戦国時代～近世初期の様相を留めて

いる赤城南麓を代表する名城である。戦国期までは大胡氏の居城とし、天正18年（1590）には牧野康成

公が大胡藩二万石の城主として入城され、子供の忠成の二代に渡り居城した。

城跡は南北に伸びる台地上に北から大胡神社のある近戸曲輪、大胡幼稚園の敷地である北城（越中屋

敷)、県指定部分の本丸･ニノ丸、テニスコートに使用されている三ノ丸、大胡町役場のある南曲輪を配

し、各曲輪を堀切りで区切る並郭式の構造である。

大胡城跡の最北に位置する近戸曲輪は、近戸大明神が鎮座した事から命名された名称である。丘陵部

の北辺には堀切りが巡り、土橋が設けられている。東辺は急1唆な崖となり荒砥川低地にのぞみ、西辺下

には風呂川が流下している。南方は幅20ｍ前後の腰曲輪状の平坦部があり、現在の民家がある。

堀切りの一つと考えられる大胡神社と大胡幼稚園の間の低地を縫う様に走行するのが、町道堀越・上
（註１）

大屋線（旧名称町道根古屋・新田。内出線）である。東は荒砥川に直交し、西は風呂川を渡河して養

林寺の裏に続いている。現道路の道路幅は５ｍであるが、以前は道幅も狭く低いと聞いている。

大胡神社前遺跡は現道路の北側に拡1幅される部分で、大胡神社の南参道の東西脇の部分に位置し、西

方より風呂川に架けられた堀合橋から登坂宅（以後、Ａ地点）と星野宅（以後、Ｂ地点）の敷地内、南

参道､登坂宅から中村宅の敷地の一部が該等する。試掘調査により参道の西側部分に遺構を確認したが、

東方は埋土が２ｍ以上に盛られ下層には荒砥川による河川堆積層が続いていた。

神社の南面にある各家は二段構築に造成され、搬路（馬入れ）は南東方向に設けられている。道路に

接する部分は50cm前後に盛土され、南北幅６～８ｍの南平坦面と母屋部分のある北側の高い部分の北平

坦面で構成され、その区画には２ｍ前後の石垣で区画されている。そして母屋の裏手は県指定の急傾斜

地であり、８ｍほどの比高差となる急l唆な崖となり、近年に防護壁が設けられた。

風呂川に架けられた堀合橋の東部分には、Ａ地点の西から北城の北西部分に大きく湾曲する箇所が見
（註２）

られる。この部分には水車ｶﾖ設けられていた。

発掘調査を実施したＡ地点は、登坂家の敷地に該当する。東方は星野家と接し、Ｂ地点の間に登坂家

の馬入れがある。西方は直角に削り出された平坦部が風呂川に接する。南方は道路敷との境界を石垣で

区画して６，１幅の平坦部を設けている。この平坦部と北方の－段高い母屋部分の平坦部の境には高さ２

ｍ程の石垣を構築している。家の裏手は県指定の急傾斜指定地となり、石積の防御壁がある。

Ｂ地点は星野家の敷地に該当する。東方は大胡神社の南参道に接し、南東に当家の馬入れを設けてい

る。西方は登坂家と接する。南方は道路面との境界を石垣で区画して登坂家と同様に二段の平坦部とし

ている。母屋の裏手も県指定の急傾斜指定地であり、二段の防御壁が構築されている。

(註１）風呂川は、宮城村から大胡町に入った所に「虎ケ堰」を設けていることから、虎ケ堰用水として扱われていた
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第10図大胡城跡周辺図
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第11図大胡神社前遺跡と養林寺裏遺跡の付置図
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第12図大胡神社前遺跡全体図
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が、河111改修工事に伴い横町川と命名された。地元では水車がある川から車)||や荒砥111の西の)[|から西１１１と呼

ばれていたが、本稿では大胡城絵図（前橋市立図書館蔵）に書かれている風呂川の名称を使用する。

(註２）風呂川には、三つの水車があった。その一つが堀合橋にあることから「堀合水車」と呼ばれていたが、昭和２２

年の水害で流失した。

第２節Ａ地点遺跡

（１）検出された遺構と遺物

母屋の南面に２ｍ程の高さに積まれた石垣に直交するセクションベルト（第14図）で観察される様に、

石垣までを北方向からの人為的な埋め土が1.6ｍの厚さである｡その下部に水平堆積の整地層が二枚見ら

れることから、新旧二時期以上が考えられる。

遺構は大きく整地面で構成される平坦部と低地部分に分かれる。平坦部には礎石建物跡。柱穴列・土

坑・溝跡が検出され、低地部分には堀底道跡と石積が存在した。

Ｃ－ 

Ｂ－ 

「
０

Ａ
 

４ 
０ 

２３ 

第13図Ａ地点遺跡全体図

１ 
5ｍ 

掘支柱建物跡（第16図）

平坦部のほぼＡ１～Ａ３グリットに跨がって検出され､南方で堀跡に接する付近に位置する。P14が４

号土坑との重複関係から、当遺構が新しい。

形状は東西９ｍ×南北1.8ｍと細長く、主軸をＮ－８６ｏ－Ｅにとる桁行５間､梁行２間の総柱の礎石建物

跡である。礎石はＰ３とＰ４が失われ、Ｐ６に伴う礎石が移動していると考えられる。柱間は東西1.8ｍ、南

北90cmを測る。柱穴は、礎石の形状に合わせて掘り込まれている。礎石に使用されている河原石は20ｃｍ

前後の偏平な円礫を使用している。出土遺物は、P16の脇に糯鉢片（NO12）が出土した。

柱穴列（第17図）

平坦部のＢ１グリットの南に検出された。ほぼ東西に主軸をとり、柱間は1.8ｍを測る。柱穴は円形を

呈し、径30cm前後、深さ30cmを測る。
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平坦部南北セクション（Ａ－Ａ'）

１．２整地土３ローム土４黒褐色土

５褐色土（大胡軽石・ロームＢを含む）

６黒褐色土（大胡軽石を多く含む）

７黒褐色士（ロームＢを含む）

８．暗褐色士（大胡軽石・ロームＢを斑点状に含む）

９暗褐色土（ロームＢを含む）

10褐色土（大粒のロームＢを多量に含む）

11灰褐色土（大胡軽石を多量に含む）

１２灰褐色土（ローム粒を含む）

１３暗灰褐色砂質土（ロームＢ・小砂利を含む）

１４灰褐色砂質土（褐色土・ロームＢを含む）
１５灰褐色土１６褐色土

A’ Ａ 

第14図土層図（Ａ－Ａ'）

平坦部南北セクション（Ｂ－Ｂ，）

１整地土２カクラン

３．７褐色土（ロームＢを多く含む）
B’ －４褐色土（大胡軽石を多く含む）

５暗褐色土６褐色土

８褐色土（大胡軽石・ロームＢを含む）
９暗灰褐色土

１０黒褐色土（大胡軽石・ロームＢを含む）

１１暗褐色土とロームの混合土

１２灰褐色土（ロームＢを含む）

１３灰褐色土

１４暗褐色土（焼土・カーボン粒・褐色土を含む）

１５褐色土（少量の大胡軽石・ロームＢを含む）

Ｂ 

褐色土（ロームＢを含む）

ローム土２０ローム土と黒褐色土

灰褐色土（大胡軽石を含む）

1６ 

１９ 

２４ 

灰褐色土（ローム粒・大胡軽石を含む）１８褐色土（灰褐色土・ローム粒を含む）
にぶい黄褐色土（ローム粒を含む）２２．２３１９のローム土より暗い

１７灰褐色土（ローム粒・大胡軽石を含む）１８褐色土（灰褐１

２１にぷい黄褐色土（ローム粒を含む）２２．２３１９のロ-

25にぶい黄褐色土（ロームＢを含む）２６砂層（ラミナ）

第15図土層図（Ｂ－Ｂ'）

蕊
。

Ａ
ｌ
Ｂ
’
 

１
 

１２ 

｡ （
’
曰
’
ｏ
｜

可
・
凪
Ｉ
（
》
Ｗ
ｌ
ｑ
引

←
□
 

ｍ
Ｆ
の
［Ｆ雫

。‐
lＨ 悴

○戸
謡

i｛〔ｉｂ

Ｊ 
目

Ｒ 

Ｃ 

● 
Ｒ ０点

□ 

Ａ’ 167.8 Ａ 

167.8Ｂ’ Ｂ 

167.8Ｃ’ Ｃ 

ﾌｦｧzZZZZZZZZﾜﾘﾗｦZZZZZZ7Zﾜﾜﾘｼﾞiｶﾞﾉｼzzﾗｧｦzﾜｸｸｦﾝ”iﾌ;ZZ7Zﾜﾌﾌｦｦ蕨易Z”ZZZZZlﾌＺ

第16図掘市柱建物跡
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1号土坑土層説明

１黄褐色土２黒褐色土でカーボン粒を含む

３焼土と黄褐色土の混合土

４黒褐色土とロームＢの混合土５灰褐色砂質土

第17図柱穴列
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第18図１号土坑
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第19図２～４号土坑 第20図５号土坑

１号土坑（第18図）

平坦部でＢ１とＣ１グリットに跨がって検出され、南には１号柱穴列が位置する。同遺構は道路状と

考えられる硬化した浅い溝状の掘り込みと重複し、北東60cmからは開元通寳（NO36）が出土している。

形状は75cm前後の円形を呈し、皿状の掘り込みで最深部の中央が深さ10cmを測る。西方に40×35cm、

深さ25cmの掘り込みを有する。覆土からは焼土・カーボンが含まれ、中央部分の床面には焼土面が確認
されたことから、炉跡の可能性が考えられる。出土遺物は皆無であった。

２～４号土坑（第19図）

平坦部でＢ２・Ｂ３グリットに跨がって検出され、２号と３号、３号と４号が重複する。２号と３号

の形状は南北に長軸をとる長方形を呈する。規模は２号が長軸長1.1ｍ、短軸長65cm、深さ35cmを測る。

３号は長軸長1.8ｍ、短軸長50～60cm､残存の良い北壁で深さ40cm前後を測る。４号は掘立柱建物より前
出の所産である。出土遺物は皆無であったが、北方に隣接して播鉢（NO13）が出土している。

Ｚ７ 



５号土坑（第20図）

平坦部でＢ３グリットに検出され、西方に２～４号土坑が隣接する。形状は南北に長いやや歪んだ隅

丸方形を呈する。規模は長軸長2.3ｍ、短軸長1.3ｍ、深さ45cm前後を測る。出土遺物は皆無であった。

堀底道跡（第21図）

形状は弓なりに東西部分が広がり、西方は深い落ち込みとなる。掘り込みは平坦部より緩やかな傾斜

で南方に移行し､調査区内の南東隅で深さ90cmを測る。堆積土は上層に60cm前後の盛り土が確認される。

その下層には北方からの人為的埋土が観察され、所謂「堀底道」と称される堀の底面を道路として使用

された硬化面が２～３面確認された。硬化面には起伏があるが全体に西方に緩やかに傾斜する。

石積列と考えられる河原石が西方に見られる。堀の立ち上がり付近にあり、東西方向で残存する。一

部に二段積が見られ、最上硬化面に伴うと考えられる。

遺物は西方に集中し、最上硬化面の上層に堆積する暗褐色土でロームＢとカーボン粒を含む埋土層か

ら出土した。陶器皿（１９．２２．２３．２４．２５．２６．２７)、小坏（21)、内耳土鍋（１．４)、焙烙（５．８．

９)、火鉢（10)、紐（17)、橋鉢（14)、砥石（28.29.30)、肥前陶磁器（20)、凹石と、搗臼（33.32）

がある。
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第21図堀底道遺物出土状況

遺物（第24～27図１～36）

出土遺物には、内耳土鍋・焙烙・火鉢・橋鉢・火消し壷・カワラケ・陶磁器、石製品として砥石・凹

石・石臼、古銭がある。

内耳土鍋は１～４がある。１は体部が大きく外反して開き鉢形の形状を呈する。内耳は小さく偏平な

摩形を呈し、口縁部との透き間も僅かであり、擦れも観察できない状況から物を吊るす行為に使用され

たとは考えられない。底部は薄手であり、体部との接合部分は外面が突出気味である。２の器高は１と

同様の数値であるが、体部は直線的に立ち上がり、口縁部付近で開口する従来の形態を保っている。内

耳は口縁部幅からも小型のものが想定される。３は古い様相を呈する内耳土鍋片で、胎土に粗石粒を多

く含んでいる。口縁部幅もあり、２より大型の製品である。４は厚手の器肉を有し、体部はやや丸味を

Z８ 
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堀底道跡東壁南北セクション（Ｃ－Ｃ'）（註＝は（東壁）南北セクションと同じ）

１＝２盛土２＝３黒色十３＝１１褐色粘質土

４．５ロームＢ・大胡軽石の混合土６＝１４褐色粘質土（小ロームＢ・カーボン粒を含む）

７褐色粘質土（ロームＢを含む）８褐色土

９＝１５褐色粘質土（ロームＢ・黒褐色土を含む）１０＝１６褐色粘質土と灰黄褐色粘質土の混合土

第22図十層図（Ｃ－Ｃ，）

168.0, 
， 

￣ 

￣ 

2１ １ ３
』
７

弓

日〆

〆

1１ 〆

10 1４ ４ 
＝ 

５ ゲ

IHI 1５ 1７ 

露
1６ ８ ..~…1９ 

壽宛一随….桧………￣… ４ 云牙寿再万・口座

二一望一一一羽I ､2５ 2７ .･･2６ 

2０ 〆／／／

〃’ 'ソ

第23図．十層図（Ｄ－Ｄ，）

堀底道跡南壁東西セクション（Ｄ－Ｄ,）

１．２盛土３黒色土

７黄褐色粘質土８褐色粘質土

１３褐色粘質土（大胡軽石を含む）

１５褐色粘質土（ロームＢ・黒褐色土を含む）

１８褐色粘質土（ロームＢを含む）

２１灰黄褐色粘質土（ロームＢを含む）

２５大胡軽石２６灰褐色土

黒褐色砂質土５暗灰褐色粘質土６灰黄褐色粘質土

多量のロームＢ１０～１２褐色粘質土（粘質の差）

褐色粘質士（小ロームＢ・カーボン粒を含む）

褐色粘質土と灰黄褐色粘質土の混合土１７灰黄褐色粘質土
灰褐色土（ロームＢを含む）２０．２２灰白色砂質土・ロームＢ・大胡軽石の混合土

暗褐色土２４黒褐色土・大胡軽石・灰褐色土の混合土

砂層とロームＢ・大胡軽石の混合土の互層２８軽石層
４
９
皿
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呈し、外面の立ち上がり部分に篦削りが施されている。

以上の４点を比較すると３と４が古様相を有する。１と２は新しい所産と考えられるが１と２の形態
には大きな変化が見られる。

焙烙は５～９の５点ある。５は直線的に開く体部を有し、６の休部は直線的に立ち上がり、中位で内

湾気味に開き、内面に段を有する。７～９は体部が内湾気味とし、８の内耳には吊り手として機能を示

す擦れが観察される。９は全体に器肉が薄く、底部と体部の接合部分は土鍋の１に似る。

火鉢と考えられるNO10の体部は直線的に開き、口唇部は指撫でにより浅くＵ字形に窪み、外面口端部
は丸く突出する。底部には僅かに脚

播鉢は４点がある。１１～13は平坦

部を接合したと考えられる箇所が認められる。

部より出土し、瀬戸･美濃系ｍＦ－ 窯期と考えられ、 17世紀代前後の

の所産である。１４は丹波系と考えられる。NO15は小破片の為に全容は不明であるが、火消し壷か規炉と
考えられる。１６はカワラケ片。１７～27の陶磁器類は肥前系と瀬戸･美濃系に大別される。砥石（28～31）
は４点が出土し、切り出しはノミ痕が見られる。３２は搗臼の形態を呈するが、ヒデ鉢に使用したと考え
られる。内面の仕上げは雑な調整であり、内面に煤けた部分がある。３３は平面形が方形で、断面形が鉢
形を呈する。３４は穀物臼の下臼で、擦り目はほとんど観察されないまでに使用されている。古銭は35と
36の渡来銭が二枚が平坦部より出土した。

Ａ地点出土遺物観察表

N、’出土地器種口径器高底径’術考
1堀底道土鍋30.011.615.4内耳は偏平。内面上部にﾊｶﾞﾚ｡外面は指頭圧痕とﾀｰﾙ付着。
２平坦部埋土土鍋（11.4）外面中位に指頭圧痕、外面中位までタールとスス付着
３１堀底道土鍋

４堀底道｜土鍋
５堀底猶丙焙烙

６堀底道焙烙

７堀底道東焙烙

８堀底道西焙烙

９堀底道丙焙烙

１０堀底道東火鉢

１１平坦部埋土播鉢

ｉ２掘立柱建物脇播鉢
１３平坦部播鉢

１４堀底道摺鉢

１５堀底道東‘火消し壷
,６平坦部埋土｜カワラケ

5.7 

5.3 

(34.0）’５．９１（32.0） 

５．５１内耳には吊り具による擦れ、底部～外面立ち上がり部分はチヂミ痕
(38.6）５．７（36.0） 

35.8７．７外面下部に横位の指頭圧痕、底部～外面立ち上がり部分はチヂミ痕
口縁内部に稜サピ釉瀬戸・美濃系17世紀代

ロ縁部に縁帯サピ釉瀬戸・美濃系１７世紀代前後
９．２サピ釉．,瀬戸・美濃系１７世紀代､
（焼締め／１巾は4本の擦り目丹波系」7世紀代

（18.6）瓦器質外面にキャタピラ状の文様
垳渦に使用銅が融解

，径3.9，在地系土器１７１堀底道西｜紐

１８堀底道皿８．３大根と鼠を描く、底部は蛇ノ目凹形高台肥前系１９世紀代
１９堀底道丙皿９．０長石粕を全面に施す底部に焼台痕１７世紀台
２０堀底道丸碗３．２染め付け石畳地文を施す肥前系１９世紀前後
２１堀底道丙小坏７．３４．１２．８長石釉露胎は淡黄白色瀬戸・美濃１７世紀後代
２２堀底道西皿１０．２京焼風肥前産１８世紀前半
２３堀底道西皿（13.7）２．７７．５透明感のある灰釉瀬戸・美濃１７世紀後半～18世紀代
２４堀底道丙皿（13.4）２．９６．１透明感のある灰釉瀬戸・美濃１７世紀後半～18世紀代
２５堀底道両皿（12.5）２．６６．４長石釉胎土は淡灰白色瀬戸・美濃１７世紀後代
２６堀底道丙皿（12.7）２．７６．６長石釉露土は淡黄白色瀬戸・美濃１７世紀後代
２７堀底猶西皿（14.0）３．２７．５透明感のある灰釉底部は無釉瀬戸・美濃１７世紀後代
２８堀底道西砥石長さ13.5巾3.1厚さ３．８璽さ１５４９流紋岩使用面は二面側面はノミ痕
２９堀底道西砥石長さ11.6巾2.8厚さ2.0重さ89.59流紋岩使用面は一面側面はノミ痕
３０堀底道西砥石長さ12.3巾3.9厚さ4.0重さ３０７９流紋岩使用面は四面
３１堀底道砥石長さ７．１巾3.1厚さ3.3重さ１１６９流紋岩使用面は一面側面はノミ痕
３２堀底道ヒデ鉢口径221高さ17.71底径181安山岩底部は上げ底
３３堀底道｜凹石外径l2X1L51高さ7.01重さ３５９９１軽石
341堀底道石臼口径34.41高さ１３．２安山岩下臼で半分ほど残存
３５平坦部古銭径2.5ｃｍ厚さ1.6mｉｎ重さ２．６９開元通寳背面上に月
36,平坦部古銭径2.5ｃｍ厚さ1.5mml重さ２．５９永楽通賓
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1１ 平坦部埋土 捕鉢
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1２ 掘立性建物脇 嬬鉢
１１雁沢可)Ｕ－欄〈竹汀一ワニ冊111MFU=。｡ヲＥＹ農ﾗYも17.|けiMHイセ百ｍ労

1３ 平坦部 掴鉢 ９．２ ､ワに恥１１１－１１脚Ｆｚ・う屋Z唖曼9糸17.1t｢縦rlfH

]４ 堀底道 摘鉢
pＢｉ;IIJ幻111Jは４鼻p5Lリ]溌リ回７斗;Hf計もノ１７Iti-H子Wﾋビ

1５ 堀底逆東 火消し壷 (18.6） ｣』し石万Z。グト山川ら二Fヤクビプ;ｒｋの｡ZJ1棗

1６ 平坦部埋土 カワラケ
ＪｕＮ可['し･1丈ﾘ廿動引刀町偲HUWzP

１７ 堀底讃西 紐 径3.9
１８ 堀底道 皿 8.3 ﾉ､ＩＪＲ巨蝿(ぜ｣田、、jLl酊首１ＭエH1ゴノF11HHlラゥ団声ｆｌⅡIlri7T男５１qfHolRFlｲヒド

1９ 堀底道西 皿 9.0 堤伺柧と塗1面にJinす￣底引lに矧租台痕l7fIf組舎
２０ 堀底道 丸碗 3.2 ２１§ldD1Ul｢フイコゴ皀宝]lZ1又を今研I了す.ｊｌＨ同iT吾６１Ｑｆｌｌ番目百i1打；

２１ 堀底讃雨 小坏 ７．３ ４．］ 2-8 :pE仁I]､11鴎HU1=ＴＩｚＩＢｊ唾冨ＬＩ巴】flu=Ｔ・ヨニ1i豊１７１H･藍iｺｶﾞﾖﾀｲqｉｂ

2２ 堀底道西 皿 1０．２ 
ｊＪＷｂﾉjLM0j｣□HIM歪」び区ポロ､Ⅱヨニ

2３ 堀庇荊西 Ⅲ (ﾕ3.7） ２．７ 7.5 唾明』唖L、わるl火柧噸ﾉｰU・美濃１７世紀撞半～1ＲＩ什為F1代
2４ 堀底道西 ｍｌ (13.4〕 ２．９ ６．１ 亟旧l唾(リめつⅨ柵纈戸・乗獲１７世紀後半～l8flfiKiq代
2５ 堀底道西 皿 (12.5） ２．６ ６．４ 

2６ 堀底道両 Ⅲ (12.7） 2.7 ６．６ 欠ｲＥｍＩ１畷エは独寅曰巴噸ﾉEU・美濃１７世紀様代
2７ 堀底逝西 皿 (14.0） ３．２ ７．５ ZE5zリ｣/隙《LjEの｡｣』Aqll】ノ匪台1$はjUUHJ1mTFnFT・弓EilH↓１７１U･計;Fｺｨｺﾞｶﾞ､ＩLＰ
2８ 堀底逝西 砥石 長さ13.5１１J3.1厚 3.8堂：
2９ 堀底迫西 砥石 長さ11鯵６「i」 ８厚 色.ｕ皿ﾕｅ５Ｕ･DgMnLH5[ガヨ１垣'1二Ⅱｉｍは一TrTイnlm7Tlfノー」貢

3０ 堀底猶西 砥石 長さ]2.3「ｔ ９厚 【A･ｕ基AごｄｗｇｉｍｶﾞtX着１史F1]UEDI±四ｍ’

3１ 堀底道 砥石 長さ７．１１i］ １痔 3.3正 Ｌ１ＤｇＤｍｉｌＸ３言１史｝fⅡ可は－llI1l111n可Tほノさ』貢

３２ 堀底道 ヒデ鉢 i_;径２２ 祠 1７．７ 底径１８ 言ｑ｣｣不可Ⅱ｣｣２百j)I江.ＬＯフノ底

堀底道 ilIJ石 外径12Ｘ11.5 品 7-0 重さ３５９９
３４ 堀底道 石臼 口径３４．４ 局 1３．２ 三zILl毛「１，回Ｃニドガ､I注とｶﾞﾋﾞｺﾞE伯Ｆ

3５ 平坦部 古銭 径2.5cｍ 厚 1.6,1, 重さ２．６９ 飼う1.埋貧茸図上に月
3６ 平坦部 古銭 径2.5cｍ 厚 １．５mｍ 重さ２．５２ ＺＫ罫号]HIH
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第24図Ａ地点出土遺物(1)
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第25図Ａ地点出十遺物(2)
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第26図Ａ地点出十遺物(3)
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第27図Ａ地点出土遺物(4)
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第３節Ｂ地点遺跡

（１）検出された遺構と遺物

遺構

西参道跡（第28～29図）

調査区の北西隅、Ｂ６.Ｃ６グリットに跨がり、その大半は母屋の石積の背面に位置する。東側に石

列を配し、中央部分に溝状の掘り込みが検出された。通路面は硬化し、７.前後の勾配を呈する。南方部

分は緩やかに南東方向に傾斜している。

東側の石列はＮ－２７ｏ－Ｗの主軸にとり、２５～30cm前後の河原石を主体として－列に配していたと考え

られる。検出された全長は5.4ｍで、南方の先端部がＢ６グリットの中央やや東寄りにあり、一部が母屋

の石積により破壊されている。北方は調査区外に延びている。

溝状の掘り込みはＮ－１０ｏ－Ｅにとり、３０cmほどの1幅があり、その先端部は石列と交差する部分で止

まっている。掘り込みには石抜け痕があり、東側の石列に改修されたと考えられる。遺物の大半は参道

の廃棄後に埋められた土層から出土した。

西参道石列、－

しＩ 
Ｐ Ｔ 
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第28図Ｂ地点全体図
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第29図石列平面図
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東壁セクション（Ｅ－Ｅ,）

１褐色土（大胡軽石を斑点状に含む）２撹乱３褐色土（ロームＢ・黒褐色土Ｂを含む）
４大胡軽石５褐色土と砂層６灰褐色土（ロームＢ・大胡軽石を含む）
７黒褐色土・ロームＢ・大胡軽石の混合土８褐色土・大胡軽石・ロームＢ・黒褐色土の混合土
９３層より暗い１０ローム土（大胡軽石を含む）１１大胡軽石と砂層の互層
１２灰褐色土（ロームＢを含む）１３灰褐色土（ロームＢを多く含む）１４大胡軽石
15.16淡ピンク粘質土（黒褐色土・褐色土・ロームＢを含む）Ｉ７鹿沼層

第30図東壁土層（Ｅ－Ｅ'）
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中央部分セクション（Ｆ－Ｆ，）

１褐色土（少量のロームＢ・大胡軽石を含む）
４記載漏れ

７褐色土（少量のロームＢ・大胡軽石を含む）
１０褐色土（大胡軽石・ロームＢを含む）
１３大胡軽石と砂層の互層

１７暗褐色粘質土（ロームＢを含む）

褐色土（少量のロームＢを含む）
大胡軽石Ｂ

褐色士（大胡軽石と砂層を含む）
褐色土（大胡軽石が１０より多い）
ロームＢと砂層の互屈

２
５
８
ｎ
Ｍ
 

３黒褐色土（ロームＢを含む）
６大胡軽石

９記峨漏れ

１２褐色土（大胡軽石を含む）

１５．１６暗褐色粘質土

第31図中央土層（Ｆ－Ｆ'）

Ｇ 1６８．００ 

西壁セクション（Ｇ－Ｇ'）

１褐色土（大胡軽石・ロームＢを含む）
４褐色粘質土（大胡軽石・ロームＢを含む）
７大胡軽石・褐色土・砂を含む

10褐色粘質土（大胡軽石を含む）
１３１１層より暗い

２褐色土（大胡軽石・カーボン粒を含む）
５大胡軽石６砂層
８褐色粘質土（ロームＢを含む）

１１灰褐色粘質土（大胡軽石・ロームＢを含む）

３白色粘質±

９黒褐色土（褐色土・ロームＢを含む）
１２大胡軽石と砂層の互層

第32図土層図（Ｇ－Ｇ，）

平坦部～堀底道

調査区は南方に緩慢な傾斜を呈して平坦部を構成する。これらは大胡軽石を主体とする埋土が覆い、
部分的に整地面が検出された。南壁沿いには東西方向走行する掘り込みがあり、１～1.2,幅のテラスを

有している。この掘り込みがＡ地点で検出された堀底道に該等すると考えられるが、道路としての硬化
面は不明瞭であった。遺物の出土はほとんど無く、僅かに南東隅で馬歯の小片が検出された。
2６ 



出土遺物

出土遺物には、焙烙・播鉢・敷輪・陶磁器類・カワラケ・温石・古銭がある。焙烙は器高が低く、１

の底部は丸みを呈すると考えられ、２の様相からも19世紀以降の所産と考えられる。糯鉢は３～５の３

点がある。６～10は在地産で過熱調理具の付属品と考えられる。機能としては、五徳と同様に熱効率を

良くするために熱源と鍋釜の間に置く補助的な道具（1997松浦）であろう。１１～28の陶磁器類は瀬戸・

美濃系と肥前系等があり、江戸期～昭和期に渡る製品がある。石製品は30の温石があり、'懐炉が発明さ

れる以前の採暖具である。古銭は31～35の５枚の出土があり、渡来銭が北宋銭の元祐通寳と明銭の永楽

通寳１枚、寛永通寳（新寛永）２枚と近代銭１枚がある。

B地点出土遺物観察表

Nol出土地｜器種｜口径｜器高｜底径 考備

１参道焙烙底部はチヂミ底
２参道焙烙３．１底部はチヂミ底
３参道揺鉢（13.4）瀬戸・美濃産
４参道揺鉢硬質の焼締一巾11条の擦り目内面底部放射状の擦り目？
５参道播鉢（34.0）近現代
６参道敷輪（30.6）６．６（26.8）在地産

在地産米製８と同一個体で円孔を設ける外面に櫛歯状工具による施文７参道？

８参道？在地産土製外面に櫛歯状工具による施文
９参道数輪（44.0）３．３在地産士製七輪台とも言われる１９世紀以降
１０参道？（35.2）１４．０（12.6）在地産土製
11参道輪花皿（12.3）３．５６．２口唇部の五カ所に指押さえ内面にトチン跡黄瀬戸系１７世紀代
１２参道碗（10.7）４．９（3.9）近現代瀬戸・美濃産
１３参道碗蓋物外面鉄絵内面直下は無釉
1４碗（9.2）５．９３．５内面～外面高台付近まで長石釉、口縁部は鉄釉
１５参道碗８．５３．９２．８色絵１９世紀代？
１６参道碗１１．５６．２３．９統制陶磁飯茶碗スタンプにより岐110瀬戸・美濃産昭和期
１７参道碗１１．４５．４３．８飯茶碗瀬戸・美濃産昭和期
18参道碗11.45.44.0飯茶碗外面に桜花文瀬戸･美濃産昭和期
１９参道碗１１．４４，９４．０型紙摺絵瀬戸・美濃産明治期
２０参道皿１２．６２．５６．８内面体部に銅版転写文寛永と波銭瀬戸・美濃産明治期
2１碗（18.1）６．７（8.2）銅版転写桜花文、剣先文と菊花文瀬戸・美濃産明治期
２２参道皿（12.0）２．４７．０銅版転写瀬戸・美濃産明治期
２３参道皿蛸唐草文等肥前系江戸後期
２４参道皿（9.8）２．３（4.4）型打ち白磁見込みに陰刻文瀬戸・美濃産1850～明治初
２５参道小瓶３．６染め付け肥前系江戸後期
２６参道仏飯器（5.8）５．９３．４染め付けで崩れた蛸唐草文を施す肥前系１９世紀代
２７参道受付皿９．８２．３４．４鉄釉瀬戸・美濃産１９世紀代
２８参道受付皿（9.6）１．６４．８透明感のある灰釉産地不明１９世紀以降
2９カワラケ１０．０２．５（6.0）
３０参道温石長さ5.2幅5.9厚さ1.7重量839７mmの孔を開ける
３１平坦部古銭径2.2cｍ厚さ0.9mｍ亟さ0.9永楽通寳
３２参道古銭径2.3cｍ厚さ1.0mｍ重さ2.1寛永通寳
３３参道古銭径2.3cｍ厚さ1.0mｍ重さ1.7ｇ寛永通寳背上に元
３４参道古銭径2.3cｍ厚さ0.9mｍ重さ2.19元祐通寳夷'腱
３５参道近代銭径2.2cｍ厚さ1.6mｍ重さ3.9，十銭昭和十一年鋳造

第４節大胡神社の由緒と景観について

大胡神社の名称は、明治42年の本町の各大字の村社等を統合して近戸大明神から大胡神社に改称され

た。南参道は昭和18年に新しく設けられたものであり、以前の参道は近戸曲輪の南東隅に設けられた東
参道と神官が居住する西参道が存在した。古老によると東参道は東大門､西参道は西大門と称していた｡
明治四十三年の発行「大胡町誌』から沿革を要約すると神殿の造営は年月日は不詳であるが天正年間
に焼けたが、新しく造営された。天正五年（1577）に大胡城主の大胡常陸介高繁より御米五石を賜り、

２７ 

Nｑ lLH土地 器種 口径 器高 底径 備考

参道 焙烙
庖郊Iゴチヂミ底

参道 焙烙 3.1 庖割、士チヂミ底

道参 揺鉢 (13.4） 髄戸｢・華;驚述

参道 掴鉢
禰暫の焼締-11]11条の擦り[二Ｉ内面底部放射状の擦り目？

参逆 播鉢 (34.0） 
吊斤TEl4Lfb

道参 数輪 (30.6） 6.6 (26.8） 群Pllb藤

参道
＃１ｌｂ藤十型Ｒと同.‐個体で円孔を設ける外面にIiII薗状.Ｌ具によっ』世Ｘ

参道
存jIlj志-1-蝉外IHTに櫛歯状工具による施又

参道 收輸 (44.0） 3.3 存j1hI藤十製七輪台とも言われる１９世紀以降

参道 (35.2） 1４．０ (12.6） 力FtIhD砦・1.函Lｌ

参道 輪花皿 (12.3） 3.5 ６．２ 、塵對(の語F力可fに精ｵＩＩＪ占牙内IHiにトチン跡寅融j=t糸l71jrikl↑16

参道 碗 (10.7） 1.9 (3.9） ;斤王月代調戸・羊i鳫旅

1３ 参道 碗
琶調力1ｹＬｉｍ錦;Hﾄﾞﾄﾞ署PUIHIIflfは｡撰朴Ⅱ

1４ 碗 (9.2） ５．９ ３５ 内所｢～外而窩台付引斤まで長石紬箔口縁鄙は欽椚

1５ 参逆 碗 8.5 ３．９ ２．８ 伍総］９１if編代？

1６ 参道 碗 1：､５ ６．２ 3.9 鉢flfll陶麟飯戦闘スタンプにより雌ｌｌＯｉｉＭＦ・実践崖Ⅱ日ｲ:Ⅱｸﾘ］

1７ 参近 碗 11.`I ５．４ ３．８ 

1８ 参道 碗 lＬ４ ５．４ 4-0 飾恭繭外而にjh2f花文瀬戸・美温唾Ｕ日扣期

1９ 参道 碗 1ユ.４ 4.9 4.1） ﾗﾋﾞﾘ紙稲鰭瀬戸・韮濃産明治期

2０ 参道 皿 1２．６ 2.5 6.8 内而休部に銅版iM辰写文寛永と波銭瀬戸・美濃産IjH治期

２１ 碗 (18.1） 6.7 (8.2） 銅版転写桜花文一剣先文と菊花又瀬戸・美腰産ljkl治期

２２ 道参 Illl (12.0） 2.4 7.0 銅11斤１１房湾繭再｢・羊糟賑叩浩期

2３ 参道 皿
婚磨寛･寸筆mI1前系派iFr後期

2４ 参道 ､１ (9.8） 2.3 (4.4） IU打為肖6$i；貝孤みにB含亥11文瀬戸・突渥犀l8bO～UH宿例

2５ 参道 小瓶 ３．６ 塾め付けH1q前系江戸後期

2６ 参道 仏飯 (5.8） ５．９ ３．４ 池NL1付[’十予崩】h二弾１１筒j善意支嵜施すiPIFilj系１９１１k組代

2７ 参道 受付皿 9.8 ２．３ ４．４ 鐸輌蔵存『・羊鵜曄191ft託(代

2８ 参道 受付.皿 (9.6） Ｌ６ ４－８ 濡叩感のある灰F紬産地不明1911世紀以Ｉ齢

2９ カヮラケ 1０．０ ２.iｊ (6.0） 

3０ 参道 温石 長さ５．２ 旧5.9厚 Ｌ７重｣ Rn□７ｍｍの罪l･彰H1副け島

3１ 平坦部 古銭 径2.2CＩＴ 厚さ0.9mｍ 而さ0.9 ;iF2歴;画堀野
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第35図出土遺物(3)

以後累代の城主より明治三年まで奉納が続いた。

『奈良原文書』では大胡城主である大胡常陸介高繁が赤城神社の神官である奈良原紀伊守宛てに出し

た天正十七年(1589)十一月九日の書状に、「大胡城の守り神として赤城神社を分家し、近戸大明神とし

て祭り度ので奈良原父子のどちらかに来て祭りをしてもらいたい」と記している。

寛永年間にも本殿・拝殿を焼き、同時に神主の奈良原家も焼失し、天保三年（1832）三月六日の六シ

時には、神殿と奈良原家が火災にあり、記録等を焼滅している。

大胡神社は前橋市立図書館所蔵の大胡城下絵図（酒井家絵図)、養林寺保管（養林寺絵図)、長善寺保

管（牛込氏絵図）の大胡城下絵図により知ることができ、以前に大胡城保存管理計画書（1988山下他）

で取り上げたことがある。さらに明治34年に発行された大胡神社の傭臓図である近戸神社之景を加えて

大胡神社の景観を見たい。

酒井家絵図（第36図）では、神社が近戸大明神と記され、鳥居と拝殿？が描かれている。北～西方は
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堀切り部分が表現されている。参道と考えられる通路は南東隅の東参道から直進して南西で直角に折れ

て西参道となり神社と大胡幼稚園（北城）の間を東西に走る道路に接している。この道路の西方で風呂

川に掛かる堀合橋の記載は無いが、この部分の川幅が膨れている。調査区部分には居住区画があるが神
主宅が表現されていない。

養林寺絵図（第37図）は、神社のある近戸曲輪の形状が省略され、東参道・鳥居・拝殿？が直線的に

続いて描かれている。堀合橋は表現されているが調査区の部分は省略されている。

牛込氏絵図（第38図）は、近戸曲輪の形状が簡略されているが、北～西方に巡る堀切りは幅と深さを
記載している。神社は鳥居と茶屋・拝殿・本殿の近戸大明神の建物を描き、周囲は松杉の森と記し、参
道は東参道の石段と石鳥居、西に神主の奈良原大温寺の建物がある。北城との間の堀切りは深さ十丈広
さ百間と記している。調査区部分の居住部分は省略されている。

近戸神社之景（第39図）は南東方向から傭撤を中心に描かれている。境内には鳥居・拝殿・幣殿・本
殿や神楽殿等があり、東参道の石段も忠実に描写され、西参道は短い石段から坂道が描かれている。神
社南面には－段低い平坦部に住宅があり、その全面の堀切り部分に道路があり、堀合橋らしき橋も描か
れている。

q允弓

第36図酒井家絵図

第37図養林寺絵図

第39図近戸神社之景第38図牛込氏絵図
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第５節成果と課題

本調査区は大胡神社参道の西脇にあり、二軒の住宅の南方居住域が対象となった。両者とも道路面か

ら二段の平坦部を作り出し、道路際の低く狭い平坦部に農作業用の施設を構え、神社側に石積で区画し

た居住域がある。Ａ地点では掘立柱建物跡・土坑、堀底道等、Ｂ地点は昭和18年の現参道構築に伴い廃

止された西参道を検出した。

大胡神社と北城の間は、自然の窪所を掘拡した大堀切りと推察されていた。今回の発掘では堀切りと

考えられる掘り込みは検出されなかった。検出された堀底道は近世に於ける所産と考えられ、現在の道

路部分に堀切りが存在するか否かは不明であった。仮に現道路が堀跡するならば本丸と北城・ニノ丸と

三ノ丸を区切る大堀切りと規模が異なり、現存する北城の矩面からも小規模と推定される。

江戸期に描かれたと考えられる絵図等には堀合橋があり、牛込絵図には「堀深さ十丈広さ百間」

と大きさを記している。信頼できる18世紀の初め頃に作成されたと考えられる酒井家絵図では道路を示
している。

『赤城神社年代記』に記されている「天正十二年（1584)、人馬二百余を流失する」や『赤城神社古文

書』の天正十七年（1589）の近戸大明神を祭る為に赤城神社の父子を依頼する文書からも推察される様

に、１６世紀の後半には人口の集中があり、当地区の大鎮守である近戸神社の存在も知ることができる。

これらを総合して推測すれば、牧野氏の入城頃に堀底道が整備され、大胡城跡の武家屋敷に続く道路

が整備され、この前後には大胡神社の南面に平坦部が造られ初め、居住域が出来あがっていたと考えら

れる。その以前は、荒砥川の低地が広がり、自然の窪地が大きく食い込んでいたと思われる。

《参考文献》

大胡町大胡町誌昭和51年

1988山下歳信他群馬県指定史跡大胡城跡保存管理計画書大胡町教育委員会

1988群馬県埋蔵文化財調査事業団等上植木光仙房遺跡一般国道17号（上武道路）改築工事に伴う埋蔵文化財発掘
調査報告書

1994高崎市教育委員会高崎城三ノ丸遺跡

1997松浦正美他茨城県新治郡玉里村教育委員会五万堀遺跡建設省関東地方局霞ケ浦導水事業第１導水路建設に
伴う発掘調査

1997大胡町大胡町水難誌

2000九州近世陶磁学会九州陶磁の編年九州近世陶磁学会10周年記念

2001山下歳信本丸北大堀切り跡遺跡大胡町教育委員会

2001江戸遺跡研究会［編］図説江戸考古学研究事典柏書房
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第Ｖ章養林寺裏遺跡

第１節位置と周辺の環境

大胡町の中心街区をなすのが町政施行以前の宮関村（現在の大胡町大字大胡）であり、江戸時代の日

光裏街道の宿であった大胡宿である。この宿の北方にある城跡は戦国時代の大胡城主であった大胡常陸

介高繁により基盤が構築され、譜代大名として大胡藩二万石の城主として天正十八年（1590）に大胡城

に入城した牧野康成によって城郭並びに城下町の整備が完成している。

養林寺裏遺跡は大胡城跡の玉蔵院曲輪より風呂川を挟んで西方に位置し、大胡藩主となった牧野氏の

菩提寺である養林寺の北にある｡現在の養林寺の寺域には本堂の西～北方にＬ字形に空堀が残っており、
（註１）（註２）

大胡一族の館杜と考えられ、養林寺館祉と称されている。寺の南方には大胡藩の武家屋敷が広がり、武

家屋敷の一部に該当する現在の大胡郵便局の建設に伴い殿町遺跡(22)が調査され、平安時代の住居跡と

中近世の土坑を検出した。養林寺の西方に位置する長善寺(23)には伝大胡太郎の墓があり、遺跡北方に

は玉蔵院の末寺であり、天保以前に廃寺となった東福寺(24)、その北に現在の金蔵院である金胎寺(25)、

その東には長興寺の末寺であった永龍寺(26)があり、北方の防備を固めていた。

養林寺は、『大胡町誌』によると現在の大胡神社境内南西の所に牧野康成が父である牧野成定公養修院
（註３）

殿の菩提として近戸山養修寺と号したのが倉Ｉ立とされる。その後、牧野康成は大胡太郎実秀の念仏の旧

跡があることを知り、現養林寺の地に堂塔伽藍を建立し無量山養林寺と改称した。
（註４）

慶長九年（1604）十一月三日には、百石の御朱印地を徳川家康より許された。慶長十四年（1609）に

大胡城で逝去した康成公は同寺に葬られた。その御廟には康成公室と父君成定公室が埋葬され、父君成

定公、康成の子供であり、家督を継いだ忠成公、忠成の室と子供の供養墓が建立されている。二代目の

藩主となった忠成公は、大坂冬の陣、夏の陣の功績により、元和二年(1616）に越後長峯城に転封され、

同四年（1618）には長岡城に移った。以後、寺は牧野家の菩提寺として存続している。
（註５）

天保年間（1830～1843）に伊勢崎藩士である長尾景範によって書かれた「樽村紀行」によると「～養

林寺を訪う山主席を設け身親ら茗（お茶）を点じ懇々として過去の事を談じて時を移す前庭の古

鐘の銘文↓樵佳雅なり大檀那牧野侯之を納む斎田百石にして浄土宗なり堂上に牧野駿州君（牧野康

成）の像を安置す。五位の衣抱剣を帯び笏を携え艤然たる神像なり、薫香再拝して堂を下りて山

主に別る傍らに古嘘（大胡城跡）あり国初の頃駿州君都せり、竹樹隠欝として断崖千例壕塑尚

存せり～」と記している。長尾景範が養林寺を訪れ時には本寺の古鐘と牧野康成公の像が存在した事が

分かる。古鐘は寛政四年(1792）の時の作で戦時中に供出された。像は天保十一年(1840）の大火で失っ

たのであろう。

長岡藩主牧野氏は参勤交代の途中に、養林寺の住職に先祖の墓の供養として銭等を与えて庇護してい

る。特に享和元年（1801）に老中となった第九代目の長岡藩主牧野忠精は、同年に牧野康成公の御廟に
（註６）

石燈脅圖を寄進している。

(註１）大胡氏は秀郷流藤原氏の系譜である淵名大夫頼行の曾孫大胡重俊に発する家系で「平治物語」の源義朝の軍勢
に「大胡人々」として登場する。また、「吾妻鑑」では源頼朝の御家人として活躍した記事がある。以後、代々

大胡を領していたが､重行の時に北条氏康の招きに応じて武蔵国牛込に移り、子供の勝行は牛込と姓を改めた。
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(註２）養林寺館社（大胡館）については、山崎一による考察がある。大胡館（1978山崎）では、「大胡町堀越の養林

寺は二重構えの中世居館社である。養林寺は居館の廃された嘘に建ったのであって、牧野氏の墓地はここにあ

るが、大胡氏の墓は長善寺に大胡太郎の墓と伝えられるものがあるだけである。～大胡城築城以前から、大胡

城築城当初も、大胡氏はここに居住したのではあるまいか。養林寺の北部、西部に、幅８ｍ、深さ2.5ｍの壕杜

と高さ２ｍの土居が鍵形に現存し、土居はその西側30ｍにも鍵形にのこって現在の西面道路は濠杜であったこ

とを推定することができる。この間の部分を西曲輪と仮称しておくが、そこには牧野氏墓地がある。外側の構

えは、北面では両濠間の矩りが土居幅だけに過ぎないので、二重堀構えであったと思われる。東面は、北東端

部に壕吐を認められるが、他の大部分は高さ３ｍの石垣となり、その下に壕があったであろうと思われる。こ

の面は二重構えでなく一重であったのであろうか。壕の外縁は土を取り除かれたのかも知れない。南面は、現

在小道のある所が外壕杜と思われるが、内壕は不明である。これらに囲まれた郭内は方150ｍ程であるが､更に
南に東西150ｍ、南北90ｍの外郭が付随していたようにも思われる」と記している。

養林寺館社（1980山l崎）について「壕と高土居の一部がのこり、東西90ｍ、南北130ｍ、南半は前庭状の別郭

となり、北半に二重堀構造が認められる。しかし、二重堀は北面と西面とに見られるのみで東は一重である。

北面の内外壕の間隔は土居幅だけとなっているのに､西面では25ｍあり、そこに牧野氏の墓所がのこっている。

牧野氏墓地のある部分が、通常の二重堀構えとは異なって一郭をなし、内郭を東に片寄せてあることから、内
郭はここに養林寺を建立した際、新たに設けたのであろう」と推定している。

(註３）大胡太郎実秀は寛元四年（1246）に往生したが、生前父隆義が在京中に法然上人から得た消息（手紙）を手本
として念仏修行に励んでいる様子が「法然上人絵伝」に描かれています。帰国後に疑問のあった実秀は小屋原
（前橋市）の蓮性を使者として法然に質問し、その返事を受けています。後に親彌は大胡氏らのことを「聖人

根本の弟子」と呼んでいます。大胡氏と法然門流との関係が知られ、養林寺の境内が大胡氏に関係する館跡と
考えられています。

(註４）養林寺領之事上野国勢多郡大胡郷之内百石牧野駿河守所寄附不可有相違井山林竹木諸役令許之状如件慶長九
年十一月三日御朱印

(註５）伊勢崎藩臣の長尾景範が天保六年（1834）の五月二十五日に伊勢崎城を出発して二宮、荒口、泉沢を経て大胡
に至り、養林寺で古鐘を見て、大胡城跡から小坂子・嶺村等を旅した紀行文であり、昭和32年９月発行の「す
ざく会誌」第２巻３号（第10号）に「伊勢崎藩士長尾景範著樽村紀行に紹介されている。

(註６）正面月照院殿御廟前右享和元年辛酉年三月吉日従四位下行侍兼備前守源忠精朝臣左献備石燈篭両
基

第２節検出された遺構と遺物の概要

縄文時代では調査区東方に中期後葉の加曾利Ｅ式期の土坑二基と包含層遺物が検出された。これらは

EIII～Ⅳ式期の様相を呈している。同地域に於いて縄文時代の遺構と遺物の検出は初めてであり、住居
跡は検出されなかったが周辺には小規模の集落の存在が推察される。

平安時代では四軒の竪穴住居跡があり、同時代の土器を共伴する溝がある。いずれも10世紀前半代頃

と考えられる。４号住居跡からは小破片の緑釉陶器片。仏鉢片・香炉形土器？が注目される。

中近世では掘立柱建物跡４軒、柱穴列、土坑・溝・井戸５基が検出され、瓦片・陶磁器・カワラケ・

石製品・古銭等が出土した。

（１）縄文時代の遺構と遺物

Ｊ１号土坑

調査区の東端でＢ１グリットに検出され､標高176.20ｍ付近の傾斜面に位置する｡上部を５号溝によっ

て切られている。形状は円形を呈し、規模は95cm前後の径を測る。底面は緩やかな起伏があり、やや南

傾斜である。壁面は底面から上部に向けて窄まる。残存の良い北壁で高さ55cmである。遺物は底面より
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第42図Ｊ２号土坑出土遺物・包含層遺物

30～35cm浮いた状態と底面に近い状態で３個体が出土した。

《出土遺物》

ｌの深鉢形土器は復元口径32.2cm､残存器高31cmを計る。口縁部を無文帯とし、直立気味に外反する。

頚部には断面三角形の隆帯を巡らして胴部とを区画する。この区画隆帯の一部は舌状に突出させている。

胴部はＲＬ縄文を充填する。２は口径20.5cm､残存器高27cm､底径７cmを計る。口縁部の区画を隆帯が巡

り、口唇部に一対の大小の突起を付す。小突起の頂部は凹みを施す。地文は隆帯貼付後に胴部中位～口

縁部に縄文を施す。３は残存器高23cm、底径7.2cmを計り、縦位1こへラ調整を施している。

Ｊ２号土坑

調査区の東方でＥ３グリットに検出され、標高177.00ｍ前後の平坦部に位置する。形状は南北に長い

楕円形を呈し、西方に後世の柱穴状の掘り込みが重複する。規模は南北長90cm､東西長70cm前後を測る。

底面はほぼ平坦で、壁面は南壁を除いて垂直気味に立ち上がり、東壁で45cmの高さが残存する。遺物

は東壁沿いで底面より30cm程浮いた状態で出土した。

《出土遺物》

１と２は同一個体と考えられる胴部片である。２本単位の隆帯を幅広に併走させ、隆帯間を磨消す。

文様は渦巻き文等を抽出し、区画内を縄文で充填する。３は縦位に条痕文を充填する胴部片。４は２条

の併走する沈線を波状に施し、沈線間を磨消す。

包含層遺物

１の口縁文様はなぞりを伴う隆帯で渦巻き文を施すのであろう。２は隆帯によりＵ字文を描き、区画

内を縄文で充填する。
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（２）平安時代の遺構と遺物

１号住居跡（第43図）

調査区の中央やや東の１３グリットポイントを中心に位置し、標高177.40ｍ前後の平坦部に検出され

た。西方の約10ｍに２号住居跡が隣接する。形状は東西に長い方形を呈すると考えられ、東辺と南辺部

分が後世の掘り込みにより破壊され、北辺と西辺が残存している。規模は東西長が推定で4.3ｍ前後､壁

高は西辺で15cm程が残存する。床面はほぼ平坦を呈し、炭化物が分布する。周溝・柱穴・カマドは不明

である。

遺物は細かい破片が北壁に沿って散布する。図示できた個体は、高台付碗・墨書土器・甕の口縁部片

である。

1号住居跡出土遺物観察表

NDL器種口径器高’底径備考
１高台付碗１４．３５．０（7,6）還元焔付高台底部糸切り内面底部に渦巻き痕
２墨書土器還元焔墨書判読不明
３饗（24.8）酸化焔気味

2号住居跡（第44図）

調査区の中央付近、Ｊ２グリットにその大半を占める。標高177.70ｍ前後の平坦部に検出された。形

状は南北に長い方形を呈する。規模は長軸長4.1ｍ前後､短軸長3.4ｍを測り、主軸はＥ－ｌ５ｏ－Ｓにとる。

壁高は14～20cmが残存する。床面は平坦面である。周溝は各辺に途切れ途切れに検出された。柱穴は床
面の長軸方向の中央部分等に存在するが帰属は明確で無い。貯蔵穴は南東隅に設けら、６０cm前後の円形
を呈し、深さ15cmを測る。内部には礫が存在し、底面からは高台付碗が出土した。カマドは東辺の中央
やや南寄りに設けられている。

遺物は貯蔵穴の底面の他に北辺下の周溝から高台付碗が出土した。

2号住居跡出土遺物観察表

Nｑ器種口径器高底径備
ｌ高台付碗（4.5）６．０還元焔付高台底部糸切り
２，高台付碗（3.0）６．４還元焔付高台底部糸切り
３１加工石製品軽石で二次焼成受ける。ノミによる加工痕

考

3号住居跡（第45図）

調査区の北方、０２．３グリットに位置する。標高178.60ｍ前後の平坦部に検出され、１１号溝によっ
て東方部分が破壊されている。形状は明確では無いが４号住居跡と同様に南北に長い方形を呈すると考
えられる｡規模は残存する長軸長5.4ｍを測る｡壁高は８～12ｃｍと浅い残存である｡床面は平坦面である。

周溝は残存する北と西辺下に巡る。柱穴と貯蔵穴は不明である。カマドは東辺に構築されていたと考え
られが11号溝により大半が破壊されている。僅かに焚き口と考えられる掘り込みが南東方向にあり、脇
で高台付･碗が出土している。

遺物は高台付碗が前記したカマド付近と南辺寄りに点在して出土した。

3号住居跡出土遺物観察表

NbL器種口径器高’底径備老
１高台付碗（13.5）４．５５．５還元焔付高台底部糸切り粗砂粒を多く含む
２高台付碗（3.6）（6.2）還元焔付高台底部糸切り
３高台付碗（3.1），（6.2）酸化焔気味付高台底部糸切り内面底部に×の線刻

3９ 

NＱ 器種 口径 器高 底径 備る

高台付碗 1４．３ ５．０ (7,6） 引H1〒后｣ﾋﾋﾞｮﾎf;酉畜寺］[r弓I凶K；iもlZJII］P11HⅡ氏tiIIにUlMi君Fき】民

墨書土器
４Ｍ:T･子脆忽其｣劇*出'1冒誇:,f5m

喪 (24.8） 辞化焔気味

１呂偉昆跡Ｈ(＋摺物観察表

Nｈ 器種 口径 器高 底径 備考

高台付碗 (4.5） 6.0 
,碗宿l･エエ巻き１１差割く霊､Ｍｎ

高台付碗 (3.0） 6.4 劉禿`膳付富合底部糸切り

力Ⅱ工石製品
,Ｉ盛汽矛－２Ur峰歳等叶ろへノミに上おjⅢ工痕

⑰輿_た澄毘!封従叫q､1-3皆&功1ｉ圧l塞試芸

NbL 器祁 [Ｔ径 器高 底径 勝者

高台付､碗 (13.5） 4.5 ５．５ 揺干鰻什嵩会底邦楽１J、細砂紡;#fP多く含む

高台付碗 (3.6） (6.2） 且聾弓子j胸イ汁ｴｺ:生野ITr;劃(楽､灯1，

高台付碗 (3.1） (6.2） 斑｡イレ,腿とJ『【MZkfz｡:÷キ、巨寓I(謡さけ１１］「同mIIEE刊iにｘのH3Fu《ｕ

⑪ニル\-厩2ﾛｺﾞlPIIU4-島野ﾍﾞｶﾞ711蓬】垂上二弐二
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第45図３号住居跡・出土遺物

４号住居跡（第46～48図）

調査区の北方、Ｐ２．３グリットに跨がって、標高178.80ｍ前後の平坦部に検出された。北方に４号
住居跡が隣接する。形状は南北に長い方形を呈し、北東部分に張り出しを設ける。土坑が南辺に１号土
坑、北西隅に２号土坑、東辺のカマド部分と北東部分で３．４号土坑が重複する。規模は南北長５ｍ前
後、東西長3.4ｍを測り、北東部分の張り出しは東辺より55cm程東に突出する。主軸はほぼ東西にとる。
壁高は20～30cm程残存する。床面は平坦である。周溝は東辺を除いて検出された。柱穴は明確でない。
貯蔵穴は南東隅にあり、９５×85cmの円形を呈し、深さ30cmを測る。カマドは東辺の中央やや南寄りに設
けられ、煙道部分を３号土坑に切られている。

遺物は北東と南西部分を除いてカマド・その前面・貯蔵穴周辺に集中し、甕・高台付碗・坏・灰釉陶
器。墨書土器片･香炉形土器・仏鉢片と緑釉陶器の小破片等が出土した。甕はカマドとその前面にある。
４号住居跡出土遺物観察表

Nｑ器種口径’器高底径
1甕(土師質)(19.8)（16.1）

２甕(土師質）（18.9）（15.5）

備 者

H:I:： 
4０ 

Nｂ 器菰 口径 器高 底径 ､臆ｉま；

蕊(＋師管） (19.8） <16.1） 

蕊(＋師質） (18.9） (15.5） 
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Nｕｌ器種｜ロ径’器高｜底径 備 考

酸化焔内面の一部に櫛歯状工具による調整３１麺(土師質） (19.2）’（10.3） 

４１聖(土師質） 酸化焔(17.2）’（９．５） 

６．４１還元焔付高台底部糸切り内面底部は渦巻き痕５１高台付碗 (14.4）’６．１ 

(13.6）’５．１１（5.9）｜還元焔付高台底部糸切り６１高台付碗

(13.4）’４．９１（6.3）｜還元焔付高台底部糸切りz｜高台付碗
８１高台付碗 (13.7）’５．５１１（6.5）｜還元焔付高台底部糸切り

９１高台付碗 (3.5）’６．１１還元焔付高台底部糸切り内面底部は渦巻き痕内面に墨書

１０１高台付碗 (3.3）’５．６１還元焔付高台底部糸切り内面底部は渦巻き痕

(2.9）’６．９１還元焔付高台底部糸切り内面底部は渦巻き痕１１１高台付碗

１２１高台付碗 (2.1）’６．３１還元焔付高台底部糸切り内面底部は渦巻き痕

１３１高台付碗 (2.6）’５．６１還元焔付高台底部糸切り体部は丸みを呈する

１４１高台付碗 (2.2）|’（5.8）｜還元焔付高台底部糸切り

１５１碗 ７．８１還元焔底部糸切り底部の周縁は擦れている(13.9）’６．４ 

１６１坏 ５．５１還元焔底部糸切り(12.4）’4.1 

１７１耳皿 ３．９１灰釉底部糸切り

１８１高台付皿 ６．２１灰釉付高台1３．９ 4.0 

１９１仏鉢片 還元焔体部外面に浅い沈線が平行に巡る

２０１翌 酸化焔気味内面は指頭圧痕

２１１香炉形土器 (21.0)｜（lq5)’ｌＬ４１酸化焔底部周縁に脚部の接合痕内面下半に剥がれ痕
｜還元焔墨書判読不明２２１墨書十黒

２３１墨書十器 還元焔墨書判読不明

２４１墨書十器 還元焔墨書判読不明

（３）中近世の遺構と遺物

掘立柱建物跡・柱穴列

１号掘立柱建物跡（第49図）

調査区の北方、１号溝の西方でＯ・Ｐ,グリットの標高178.70ｍ前後の平坦部に位置する。主軸はほぼ

東西にとり、柱穴は40cm前後の円形を呈し、深さ30～40cmを測る。柱間（Ｐ１－Ｐ２－Ｐ３－Ｐ４）は７尺の

2.1ｍである。主体は調査区の南方に存在すると考えられる。

２号掘立柱建物跡（第50図）

調査区の西方寄り、Ｌ３．４グリットに跨がり、標高17790ｍ前後の平坦部に位置する。西側柱が２

号溝と重複し、東方に３号掘立柱建物跡が隣接する。桁行Ｐ,～Ｐ４とＰ５～Ｐ８は３間(5.7ｍ)、梁行(Ｐｌ

－Ｐ８）と（Ｐ４－Ｐ５）は１間で主軸はほぼ真北にとる。桁行の各柱間1.9ｍ、梁行の柱間2.7ｍを測る。

３号掘立柱建物跡（第51図）

調査区の中央付近、Ｋ３グリツトにその主体を占め、標高177.80ｍ付近の平坦部に位置する。中央部

分で21号土坑、南東部分が２号住居跡と重複する。桁行Ｐ,～Ｐ４とＰ５～Ｐ８は３間(5.7ｍ)、梁行は東側

（Ｐ１－Ｐ９－Ｐ８）が２間（3.6ｍ)、西側（Ｐ４－Ｐ５）が１間で主軸はほぼ東西にとる。桁行の各柱間1.9

ｍ、梁行の柱間は東側1.8ｍを測る。

４号掘立柱建物跡（第52図）

調査区の東方、Ｅ３グリットポイントをほぼ中心として標高177.00ｍ付近の平坦部に位置する。10.

12号溝等と重複する。桁行の東側（Ｐ,～Ｐ３）は２間(5.4ｍ)、Ｐ,～Ｐ２の柱間は３６ｍ、Ｐ２～Ｐ３の柱間

は1.8ｍ、西側（Ｐ５～Ｐ３）は３間（5.4ｍ）で柱間は1.8ｍ、梁行は南側（Ｐ３～Ｐ５）と北側（Ｐ８～Ｐ,）

は4.2ｍを測る。主軸は南北にとる。

4‘ 

N、 器種 ロ篠 器高 底径 備考

麺(土師質） (19.2） (1().3） 酸化焔内lHiの一部に櫛歯状纈工具による調整

翌(土師質） (17.2） （9.5〕 酸化焔

高台付碗 (14.4） 6.1 6.4 還元焔付i苛台庇部糸切 内面底部は渦巻き痕

高台付碗 (13.6） 5.1 (5.9） 還元焔付高台底部糸切

高台付碗 (13.4） 4.9 (6.3〕 還元焔付高台底部糸切

高台付碗 (13.7） 5.5 (6.5） 還元焔付高台底部糸切

高台付碗 (3.5〕 6.1 還元焔付高台底部糸切 内面底部は渦巻選摸内面に墨書

10 高台付碗 (3.3） 5.6 還元焔付高台底部糸1打 内面底部は渦巻き痕

1１ 高台付碗 (2.9） ６，９ 還元焔付高台底部糸切 内面底部は渦巻き痕

1２ 高台付碗 (2.1） 6.3 還元焔付高台底部糸切 内面底部は渦巻き痕

1３ 高台付碗 (2.6） ５．６ 還元焔付高台底部糸切 休部は丸みを呈する

1４ 高台付碗 (2.2） (5.8） 還元焔{J･高台底部糸切

1５ 碗 (13.9） 6.4 7.8 迎元焔底部糸切り底部の周縁は擦れている

1６ 坏 (12.4） 4.1 ５．５ 還元焔底部糸切り

1７ 耳皿 ３．９ 灰釉底部糸切り

1８ 高台付皿 １３９ ４０ 6.2 灰釉付高台

1９ 仏鉢片 還元焔休部外面に浅い沈線が平行に巡る

2０ 喪 酸化焔気味内面は指頭圧痕

2１ 香炉形土器 (21.0） (10.5） lＬ４ 酸化焔鹿部周縁に脚部の接合痕内而下半に剥がれ痕

２２ 墨書土器 還元焔墨書判読不明

2３ 晶害士器 還元焔墨書判説不明

2４ 墨書土器 還元焔畿害判読不明
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第52図４号掘支杵建物跡
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第53図柱穴出土遺物

１号柱穴列（第46図）

４号住居跡の北辺と２号土坑に偏平に河原石を設ける柱穴がある。周辺に根石を有する柱穴は確認さ

れず、規模等は不明である。

柱穴出土遺物（第53図）

１のカワラケはＰｉｔＡから出土した。口径11.2cm、器高2.3cm、底径６cmを計る。底部は糸切り、内面

は指撫を施す。２のカワラケ片はＰｉｔＢから出土した。復元底径5.5cm、底部は糸きりで板目状圧痕が残

る。３の土鍋の口縁部片はＰｉｔＣから出土した。口縁は緩やかに内湾し、口唇部は平坦である。器肉は

５mm前後と薄い。

溝跡（第54～56図）

当遺跡からは14条が検出された。その走行から南北のものが主体を占め、東西と囲い状のものがある。

型６



1号溝（第54図）

調査区の西方、３号住居跡を切ってほぼ南北方向に構築されている。溝と呼称するよりは堀とするべ
きであろう。1幅は調査区の北方が２ｍ､南方が３ｍとなり、南方に連れて広がっている。底面も北方～南

方に傾斜し、北と南では50cmの差を測る。断面形は薬研を呈し、底面は20cm前後に狭まっている。０３
グリット付近では幅を広げて西方に突出部を設けている。この部分の西壁の断面形は階段状を呈してい

る。埋没後に東壁沿いに溝が掘られたことが覆土の観察からみられる。遺物は北方の覆土から陶器の小

碗、南方から古銭が出土した。陶器は上層に掘られた新しい溝、古銭はそれ以前に帰属すると考えられ
る。中世～近世に使用されたと考えられる。

陶器の小碗（NO1）は口径7.3cm、器高3.5cm、底径3.8cmを計り、高台脇から内面に長石釉を施してい
る。古銭（NO2）は半分が欠け、徳と寳が残る。書体から1433年に初鋳された明の宣徳通寳である。

２号溝

調査区の西方、グリットＮラインの南北方向に走行する。幅は1.4～２ｍ前後で､底面は平坦な酸化し
た硬化面である。出土遺物は平安時代の須恵器・灰釉陶器片等が散在した。
Ｎｏ３は須恵器壷の胴部片、ＮＯ４とNO5は須恵器の口縁部片で、Ｎｏ４は波状文を施す。ＮＯ６～NO11は高
台付碗である。ＮＯ６とNO9は還元焔焼成で、胎土には細かい雲母粒が多く含まれている。Ｎｏ８の内面欠
け部分には糸切りが残る。Ｎｂ10は高台が剥がれ、底部外面には爪痕が連続する。Nqllは土師質で、体部
外面の下半はへう削りの調整を施す。

Nol2の灰釉陶器の碗は口径15.5cm、器高4.7cm、底径7.6cmを計る。高台の外面下半に稜を設け、内面
は内湾する。Nul3の灰釉陶器の皿は口径15.8cm、器高3.3cm、底径7.5cmを計る。体部下半を回転へラ削
りを施す。羽釜（ND14）の口縁部片は復元口径2q4cmを計る。

砥石（NO15）は４面を使用し、先端部が擢形となる。重量68ｇである。縄文時代の磨石（NO16）は表
裏面を磨面とし、中央部分に凹を設け、先端部は敲打痕がある。

3号溝

調査区の西方で２号溝の東に接して併走する。出土遺物は皆無であった｡

4号溝

調査区の中央やや西寄りのＭ１～Ｍ４グリットに検出され､南先端部がＭ１グリットにある。標高178
ｍ付近の平坦部に位置あり、走行は南北で、北方に連れてやや西方にとる。幅は40～60cm、深さ５～１２
cmを測り、底面は緩やかな南傾斜である。出土遺物は皆無であった。

５号溝

調査区の中央やや西寄りのＬ２～Ｌ４グリットに検出され、南先端部がＬ２グリットにある。走行は
南北で、北方に連れてやや東寄りにとる。幅は南方で60cm、北方で１ｍと広がる。深さも北方に連れて
深くなり、底面は緩やかな起伏があるが平坦気味である。出土遺物は、近世の所産である糯鉢と陶磁器
の皿がある。儒鉢（NO17）は焼き締陶器で、内面の擦り目は１巾６条で密に施す。色調は紫褐色で胎
土に粗砂粒を多く含んでいる。丹波・信楽系の所産と考えられる。陶磁器（No18）は復元口径13cm、器

４７ 



高3.1cm、復元底径6.5cmを計り、花鳥文を描く。近世に帰属すると考えられる。

６号溝

調査区の中央やや東寄りに検出された｡走行は南方のＧ３グリット付近では開口し､Ｇ３～Ｈ３グリッ

ト部分が東西に直線的で、１３グリットからカーブして北西方向にとる。全体像は不明であるが12号溝

に似る様に方形の囲い状を呈するのであろうか。掘り込みは内周から外周に向けてスロープ状に緩やか

で、外周に沿って幅の狭い掘り込みが部分的に残る。調査区の北壁付近で１幅2.4ｍ、直線的な幅の狭い部

分では60cm、深さ20cm前後を測る。出土遺物は一枚の古銭がある。中世に帰属すると考えられる。

Nnl9の古銭は北宋の1086年に初鋳された元祐通寳である。

７号溝

調査区の東方、Ｆ１～Ｆ４グリットに検出された。走行は南北で、南先端部が11号溝と接する。|幅は

90cm深さ10cm前後で推移する。底面は緩やかに南傾斜している。出土遺物は皆無であった。

８号溝

調査区の東方、７号溝と９号溝の間を繋ぐ様に７号溝に直交する。幅は80cm、深さ５cmを測る。出土

遺物は皆無であった。

９号溝

調査区の東方、７号溝と80～２ｍ前後の間隔で南方に併走する。幅は80cm～1.2ｍ、深さ５cmを測る。

底面は緩やかに南傾斜している。出土遺物はカワラケ片（ND20）がある。

カワラケは復元口径8.8cm、器高1.7cm、復元底径5.4cmを計る。底部は糸切り。

10号溝

調査区の東方、Ｅグリットラインに検出され、南北に走行する。１２号溝や59号土坑と重複する。９号

溝とは4.6～４９ｍ前後の間隔がある。１幅は80cm～1.3ｍ、南方で50cmと狭くなり、深さは北方で15cm、南

方で数cmを測る。底面は多少起伏があるが、全体に南傾斜している。出土遺物は陶器・砥石・碁石・煙

管の吸い口がある。近世に帰属すると考えられる。

NO21の陶器底部片は底径3.8cmで、中央に焼成後に開けられた穿孔があり、内面には鉄釉が施され､高

台～底部は露胎。瀬戸・美濃産と思われる。Nq22の砥石は二面を使用し、他面にはノミ痕が残る。中央

部分から先端部がスロープ状となる。長さ6.9cm、幅3.1cm、重量979を計り、石材は流紋岩。NO23は碁

石？に使用したと考えられるもので､やや歪んだ楕円形を呈する。径2.1×1.8cm､重量３９を計る。ＮＯ２４

は煙管の吸い口部分で長さ3.9cm、重量４９を計る。羅宇に接続する部分には９条の溝が施されている。

11号溝

調査区の東方、南壁沿いに検出された。主軸はほぼ東西方向を呈し、４号井戸、１２．１３号溝等と重複

する。幅は西方で60cm前後を測り、東に連れて広がる。深さも東方に連れて増している。底面は緩やか

に東傾斜している。出土遺物は瓦片・砥石・碁石がある。

4８ 
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1号溝土屑説明

１褐色土（サラッとし、小ロームＢを含む）

３褐色土４砂1吋

６褐色土（斑点状にロームＢを多く含む）

８暗褐色土９褐色土（ローム粒を含む）

11ロームＢ・ローム粒・褐色土の混合土

砂層（褐色土とロームＢを含む）

暗褐色土（灰褐色粘質土を含む）

暗褐色士（密に締まる）

褐色土（ローム粒を多く含む）
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第54図１号溝、１．２号溝出土遺物

4９ 



２Ｍ 

、__上づ

篭
二つ

二豆、三三三三
1０ ９ 

己

1２ 

ニア

豆
ｌ」／，、可一
一
←
・

崎
）
一
『

８ 

、、
丘

、Ｅ＝ 

口Ⅷ
５Ｍ 

６ １ 

６Ｍ 

１９ 

９Ｍ 

＜、ヨグ
2０ 

蟻
１０Ｍ 

一
皿

蕊
一
鰯

○Ⅷ二ｺ｡
２４ 

０２３２．５cｍ 

’２２ ＜二二二二＞

ＴごＩ’’
第55図２～10号溝出土遺物

０１９ ３ nJDU 

、 ｜ 『
１
４ 0cｍ 

5０ 



１１Ｍ 

、．
＜二＞2＄

’２７ 

口
１３Ｍ １２Ｍ 

圃旧
吉,

霧
．。エ

イ:'8J.、

'14%&“ 
ltIF4.､｡ 
、凸殉
｡(S3 
X 

１
‐
州
別
製
削
鰯

鍛辮劉鋼騎斜辮櫻０

2９ 

ＩＰＡ 
鐸HＬb元>･･gい÷

霧, ’ 
３２ 

0 

IＯＣ ０ 
－ 

、

Ⅱ 

第56図１１～13号溝出土遺物

Nq25の瓦は丸瓦の小片。厚さ1.6cmで、けずり口が残り、二次焼成を受けている。NO26の瓦は軒平瓦の

小片で厚さ2.1cmoNO27の砥石は二面を使用し、長さ6.4cm、幅2.8cm、重量609を計り、石材は流紋岩で
ある。NO28の碁石は土製である。径は１９×2.0cm、厚さ６mmでレンズ状、重量２９を計る。これらは近
世の所産と考えられる。

12号溝

調査区の東方に検出され、11.13号溝等と重複する。形状は南方部分が調査区外の為に不明であるが、

方形の囲い状に巡ると考えられる。幅は2.2ｍ前後で、コーナー部分がやや狭まっている。掘り込みの深
さは20～30cm前後で、底面は平坦気味である。出土遺物は二枚の古銭がある。中世に帰属すると考えら

れる。

Nb29は唐代の621年に初鋳された開元通寳。NO30は北宋の1009年に初鋳された祥符元寳である。

13号溝

調査区の東方で検出され、１１．１２号溝と重複する。12号が一番古く、１３号、１１号の順に構築されてい

る。走行は南北にとり、南方に連れて南西方向に曲がる。1幅は南方でＬ７ｍ、北方で80cmを測り、緩やか

に南から北方向に傾斜する。底面には数枚の硬化面が認められた事から、通路としての機能が考えられ
る。出土遺物は焼締陶器、揺鉢片と砥石がある。近世に帰属すると考えられる。

NO31の焼締陶器は知多系の所産と考えられる大甕の胴部片。NO32の播鉢は鉄釉が内外面に施され、胎

土は灰白色で密に締まる。NO33の砥石は両端が欠けている。長さ4.8cm、幅2.9cm、重量129を計る。石

材は流紋岩。
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第57図井戸・出土遺物
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14号溝

調査区の東方、南壁沿いに11号溝と南側で併走して検出された。幅１ｍ前後、深さ20cm前後を測る。

州十遺物は皆無であった。

井戸跡（第57図）

本遺跡からは５本の井戸が検出されたが、いずれも底面までの調査には至らなかった。１号井戸を除

いて東方に４本がある。１と３号が上部を開口するロート状の掘り込みを呈し、他は下方に連れて窄ま

る円筒形である。

井戸跡

時期出土遺物Nql検出場所｜平面形｜断面形｜規模｜深さ

江戸期１１Ｍ．Ｎ２グリット｜歪円形｜ロート状ｌ２３８ｘ２」０１(2.30以上)｜石臼（上臼）

17世紀代２１Ｂ２グリット｜楕円形｜円筒形｜Ｌ５０×１．２５１(L36以上)｜摺鉢

３１Ｃ・Ｄ３グリット｜楕円形｜ロート状|(2.65)×(L30)｜(2.20以上)|土鍋･大喪片(知多系）’15世紀代

４１，．Ｅ１グリット｜楕円形｜円筒形｜Ｌ８０ｘＬ５５１(2.35以上）

江戸期５１Ｆ２グリット｜円形｜円筒形’1.2前後｜(2.27以上)｜石臼(上臼）

出土遺物（第57図１～５）

１の石臼（上臼）は片減りが著しく、下面の擦り目は消滅している。２の橋鉢片は錆釉を施す。擦り

目は－巾13条。胎土は淡黄白色。美濃系の大窯期の所産。３の土鍋片は、体部の立ち上がり部分に篦状
工具による調整が施され、やや丸みを帯びている。１６世紀以前の所産と考えられる。４は口縁の縁帯部
片が欠損して詳細は不明であるが、Ｎ字形口縁以前の様相を呈すると考えられる。５の石臼（上臼）は
全体の３分の１弱が残存する。下面の擦り目はほとんど消滅し、一部に砥石として使用されたと考えら

れる研磨面がある。火受けによる二次焼成で部分的に変色している。

土坑（第58図）

形状が長方形を呈するものが圧倒的に多く、その大半が東西か南北方向に長軸を呈している。次に方
形のものがあり、円形が続く。単独のものが多いが、７号溝の西に37～49,の集中箇所が見られる。時
期決定は出土遺物も少ない為に不明のものが多いが、中世～江戸期の所産と考えられる。

土坑一覧

備考平面形｜規模(、）｜深さ(c､)｜出土遺物Ｎｕｌ検出場所

4号住居跡と重複1.40×１．５０１４０１無し１１Ｐ２グリット｜円形

4号住居跡と重複1.15×１．００１４０１無し２１Ｐ・Ｑ３グリツト｜隅丸方形

4号住居跡と重複３１Ｐ２．３グリット｜南北に長い長方形｜Ｌ７０ｘＬＯ５１３８１無し

L４５×不明’１０１美濃系丸皿’４号住居跡と重複４１Ｐ３グリット｜歪長方形

５１Ｑ３グリット｜東西に長い楕円形’１．５０×０８５１２５１無し
７，と重複１２０×０．７０１２３１無し６１Ｐ３．４グリット｜方形

６．８，と重複1.05×０．８０１１５１無し７１Ｐ３グリット｜方形

７．９，と重複８１Ｐ３グリット｜東西に長い長方形｜Ｌ３５×０．６０１２６１無し

丘ヲ

Nｑ 検出場所 平面形 断面形 規模 深さ 出土遺物 時期

Ｍ・Ｎ２グリット 歪円形 ロート状 2.38ｘ2.10 (2.30以上） 石臼（上臼） 江戸期

Ｂ２グリット 楕円形 円筒形 １．５０Ｘ１．２５ (1.36以上） 播鉢 17世紀代

Ｃ・Ｄ３グリット 楕円形 ロー卜状 (2.65)×(Ｌ30） (2.20以上） 土鍋・大喪片（知多系） 15世紀代

Ｄ・Ｅ１グリット 楕円形 円筒形 １．８０×１．５５ (2.35以上）

Ｆ２グリット 円形 円筒形 1.2前後 (2.27以上） 石臼（上臼） 江戸期

＃戸跡

NDL 検出場所 平面形 規模(、） 深さ(c､） ILH＋漬物 備考

Ｐ２グリット 円形 ､４０× 5０ 4０ 無し 号住居跡と重複

Ｐ・Ｑ３グリット 隅丸方形 ､１５× .0０ 4０ 無し 号住居跡と重複

Ｐ２．３グリット 南北に長い長方形 ７０× ､0５ 3８ 無し 号住居跡と重複

Ｐ３グリット 歪長方形 ､４５× <明 1０ 美濃系丸皿 号住居跡と重複

Ｑ３グリット 東西に長い楕円形 ､５０× 8５ 2５ 無し

Ｐ３．４グリット 方形 ､２０× 7０ 2３ 無し Ｄと重複

Ｐ３グリット 方形 ０５× 8０ 1５ 無し ・８，と重複

Ｐ３グリット 東西に長い長方形 ３５× 6０ 2６ 無し ７．９，と重複

l-f六一I醤



検出場所Nb［ 平面形 規模(、） 深さ(c､） 出土遺物 備考

Ｐ３グリット 東西に長い長方形Ｈ 1.78×0.5前後 無し2２ ８，と重複

Ｎ２グリット 南北に長い長方形1０ Ｌ５０×０．６５ 無し3５ llDと重複し、南に有段

Ｎ２グリット 南北に長い長方形1１ １．５０×０．８５ 無し2３ 10,と重複

Ｎ３グリット1２ 円形 1.20前後 無し3５ 

Ｍ４グリット1３ 東西に長い長方形 １．５０×０．７０ 無し10 l4Dと重複

Ｍ４グリット1４ 東西に長い長方形 １．２０×０．６５ 無し10 1３Ｄと重複

1５ Ｍ３．４グリット 南北に長い長方形 ２．６５×０．８０ 無し2４ 

Ｌ１．２グリット1６ 東西に長い楕円形 １．１５×０．８５ 無し2７ 

Ｋ・Ｌ１グリット1７ 東西に長い長方形 Ｌ30×0.45前後 無し1３ 

Ｌ２グリット1８ 方形 ０．９５×０．９０ 無し2５ 

Ｋ２グリット１９ 南北に長い楕円形 1.30×0.90前後 無し５ 

2０ Ｋ３グリット 円形 Ｌ２５ｘＬ２０ 無し2０ 

Ｊ・Ｋ３グリット2１ 東西に長い長方形 ２．５５×０．６０ 2４ 無し

Ｊ４グリット2２ 東西に長い長方形 (2.10)ｘ0.60前後 無し１４ 

Ｋ２グリット2３ 東西に長い長方形 Ｌ４５ｘｑ５５ 無し18 

Ｋ１グリット2４ 東西に長い長方形 L23xq50前後 無し1３ 

Ｋ１グリット2５ 東西に長い長方形 (1.70)Ｘ0.50前後 無し2０ 

Ｊ３グリット2６ 南北に長い楕円形 2.60×0.55前後 無し2０ 

１３グリット2７ 南北に長い長方形 ２．０５×０．７５ 2５ 無し

Ｊ２グリット2８ 東西に長い長方形 1.00以上x0.50前後 無し3４ 

１２グリット2９ 
１．２５×０．９０ 無し2５ 

3０ Ｈ・’３グリット 1.96×0.80前後 8０ 無し

3１ Ｈ・Ｉ４グリット Ｌ７０×？ 無し3０ 

Ｈ４グリット3２ 
2０ 無し

3３ Ｈ３グリット ０．９５×0４５ 無し4５ 

3４ Ｇ３．４グリット Ｌ８５ｘＯ６５ 砥石7０ 

Ｈ２グリット3５ 隅丸方形？ (2.00)×(1.50） 無し1２ 

3６ Ｈ２グリット 南北に長い長方形 (1.90)×０．８５ 無し2２ 

Ｈ２グリット3７ 東西に長い長方形 ０．９０×０．７０ 無し1７ 

3８ 東西に長い長方形 Ｌ８５ｘＬ２５ 無し2１ 

3９ １．１０×１．１０ 無し5０ 

4０ (1.50)×０．９５ 無し3０ 

4］ ？ワ 無し2０ 

4２ (1.50)×(1.10） 無し1０ 

Ｇ２グリット4３ １．８０×０．８５ 2０ 無し

Ｈ２グリット4４ (1.10)×090 無し2５ 

4５ ２．４０×１．４５ 無し3８ 

4６ (1.20)×(0.70） 無し1４ 

5型

NDL 

]０ 

１１ 

1２ 

1３ 

1４ 

1６ 

1７ 

1８ 

1９ 

2０ 

Ｚ２ 

2３ 

2４ 

2６ 

2７ 

検出場所

Ｐ３グリット

Ｎ２グリット

Ｎ２グリット

Ｎ３グリット

Ｍ４グリット

Ｍ４グリット

Ｍ３．４グリット

Ｌ１．２グリット

Ｋ・Ｌｌグリット

Ｌ２グリット

Ｋ２グリット

Ｋ３グリット

Ｊ・Ｋ３グリット

Ｊ４グリット

Ｋ２グリット

Ｋ１グリット

Ｋ１グリット

Ｊ３グリット

１３グリット

平面形

東西に長い長方形

南北に長い長方形

南北に長い長方形

円形

東西に長い長方形

東西に長い長方形

南北に長い長方形

東匹iに長い楕円形

東西に長い長方形

方形

南北に長い楕円形

円形

東両に長い長方形

東西に長い長方形

東西に長い長方形

東西に長い長方形

東西に長い長方形

南北に長い楕円形

南北に長い長方形

規模(、）

1.78×0.5前後

1.50×０．６５ 

Ｌ５０×０．８５ 

1.20前後

1.50×0.70 

1.20×０．６５ 

２．６５×０．８０ 

1.15×０．８５ 

L30xO､45前後

0.95×０．９０ 

L30XO､90前後

1.25×１．２０ 

2.55×0.60 

(210)ｘ0.60前後

1.４５×０．５５ 

L23xO､50前後

(1.70)ｘ0.50前後

2.60×0.55前後

２．０５×０．７５ 

深さ(c､）

2２ 

3５ 

2３ 

3５ 

10 

1０ 

2４ 

2７ 

1３ 

2５ 

2０ 

2０ 

2５ 

出土遺物

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

無し

備考

８，と重複

1１， 重複し、南に有段

10, 重複

14, 重複

l３Ｄ 重複

1７， 重複

l６Ｄ 重複

19, 重複

181〕 重複

2８ Ｊ２グリット 東西に長い長方形 L00以上x0.501iii後 3４ 無し

2９ １２グリット 隅丸方形 1.25×０．９０ 2５ 無し

3０ Ｈ・’３グリット 東西に長い長方形 1.96×0.80前後 8０ 無し

3１ Ｈ・Ｉ４グリッ１ 方形？ 1.70×？ 3０ 無し

3２ Ｈ４グリット 方形？ １．７０×？ 2０ 無し

3３ １１３グリット 東西に長 長方形 ０．９５×0.45 4５ 無し

3４ Ｇ３．４グリット 南北に長 長方形 １．８５×０．６５ 7０ 砥石

3５ Ｈ２グリット 隅丸方形 (2.00)×(Ｌ50） 1２ 無し 36,と重複

3６ Ｈ２グリット 南北に長 】長方形 (190)Ｘ0.85 2２ 無し 35, 重複

3７ Ｈ２グリット 東西に長 ｡長方形 0.90×0.70 1７ 無し 38, 重複

3８ Ｇ・Ｈ２グリット 東西に長 ｡長方形 Ｌ８５ｘ１､2５ ２１ 無し 37, 重複

3９ Ｇ２グリット 方形 1.ＩＯｘＬ]0 5０ 無し ３８゜ Ｄと重複

4０ Ｇ２グリット 東西に長い長方形？ (1.50)ｘ0.95 3０ 無し 3９． ～4３Ｄと重複
4１ Ｇ２グリット 方形？ ？？ 2０ 無し 40,と重複

4２ Ｇ２グリット 南北に長い楕円形？ (1.50)×(1.10） 1０ 無し ３９．４０．４３，と重複

4３ Ｇ２グリット 東西に長い長方形 ］､８０＞<０－８５ 2０ 無し ４０．４２，と重機

4４ Ｈ２グリット 東西に長い長方形 (1.10)×0.90 2５ 無し 451)と重複

4５ Ｇ・Ｈ２グリット 東西に長い長方形 ２．４０×１－４５ 3８ 無し ４４．４６．４７．４９，と重複

4６ Ｈ２グリット 南北に長い長方形 (Ｌ20)×(0.70） 1４ 無し ４５．４７，と重複



44～4９， 
3４， 

ヨシ～ 国’
Ｎ
・
ト
ト
『

Ａ’ Ａ 
177.3 

囚’□Ｉ 

1７７．２Ａ』Ａ 

灰

ＺｸｸＺＺ' 

5５．５６， 
5０， 

一岸一

国
．
ト
ト
［

１７７Ｊ 

6３， 
5７， 

４， 

Ｉ 

177.1 

1７６．８ 

6３， 
5５， 

5０， 3４， 

二＝一ｌ
〔
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ｊ
１
□

６ 

、
４ 

３ 

c、

)c、

４５ ２ 

9１ 

５ 

第58図土坑・出土遺物

5５ 



M,｜検出場所｜’平面形’規模(、）｜深さ(c､）｜出土遺物 備考

４７１Ｇ２グリット｜南北に長い長方形’（1.35)×０．９０１４０１無し ４５．４６．４８．４９，と重複

４８１Ｇ２グリット｜東西に長い長方形’（0.75)×０．６０１１５１無し 47,と重複

４９１Ｇ２グリット｜東西に長い長方形｜（2.00)×０．８５１１４１無し ４５．４７，と重複

５０１Ｆ３．４グリット｜南北に長い長方形’１．２５×０．６０１１２６１１カワラケ’７号溝と重複

２５１無し５１１Ｆ２グリット｜方形 52,.5号井戸と重複×１－８５ 

５２１Ｆ２グリット｜隅丸方形 2.40×２．０５１６５１無し 51,.5号井戸と重複

5311Ｆ・Ｇ１グリット｜方形 ？×１．１０１１７１無し 14号溝と重複

5411Ｅ・Ｆ４グリット||南北に長い長方形｜（Ｌ30)×１．２０１１２７１無し 9号溝と重複

５５１Ｅ３．４グリット｜隅丸方形 2.45×２．１０１１８１寛永通寳ｌ５６Ｄと重複

5611Ｅ３．４グリット｜東西に長い長方形’１．６５×０．６５１３３１無し 55,と重複

５７１Ｅ３グリット｜円形 1.20前後 ５０１無し

5811Ｅ２グリット｜歪隅丸方形 1.10×(1.10）’２０１無し

５９１，１グリット｜東西に長い長方形’１．９５×１．３０１４０１無し 8号溝と重複

６０１，２グリット｜隅丸方形 1.20×１．０５１１３１無し 12号溝と重複､縄文の可能性。

６１１Ｃ・Ｄ２グリット｜南北に長い方形’１．６０×１．００１不明｜無し 12号溝と重複

６２１，３グリット｜隅丸方形 1.05×１．０５１２８１無し

６３１Ｃ２．３グリツト｜歪隅丸三角形 (2.90)×１．９０１２５１ｶﾜﾗｹ`寛永艫

６４１Ｃ１．２グリット||東西に長い長方形’１．２０×０．６０１１１０１１無し

土坑出土遺物（第58図１～６）

１の４号土坑出土の丸皿は、口径10.2cm、器高1.7cm、底径5.2cmを計る。削り込み高台風で、底部内

面に凸部を有する。底部の内外面は露胎である。釉薬は透明感のある灰釉。瀬戸・美濃系の所産。

２の34号土坑出土の砥石は細長い直方体で、長さ6.1cm、幅1.5cm、重量229を計る。３の50号土坑出

土のカワラケは口径10.8cm、器高２８cm、底径5.8cmを計る。底部は糸切りで、中央部分に一条の深い切

れ込みが焼成後に施され、内面にはタール状の付着物が残る。４の55号土坑出土の寛永通寳は新寛永に

属する。５の63号土坑出土の寛永通寳は古寛永に属する。６は同土坑出土のカワラケ片｡底部は糸きり。

一括遺物（第59～60図１～19）

遺構に伴わない遺物を一括遺物として処理する。平安時代の須恵器片、瓦片、陶磁器、石製品、金属

製品等がある。

１は平安時代の須恵器甕の頚部片で外面には二段に波状文を施す。２は高台付碗で復元口径13.5cm、

器高5.3cm、底径６５cmを計る。体部外面に？の墨書:。３も墨書質土器であるが判読不明。

４は羽口片。５はカワラケを使用して銅を溶解した垳渦。瓦（Nb,６）片は平安時代後期頃の平瓦の小

片と考えられ、厚さ1.9cmを計り、内面に縄目状圧痕が残る。内外面に火受けが見られる。７は須恵質陶

器で、外面は櫛歯状工具で調整。８～11は江戸後期以降の所産と考えられる陶磁器で、８は灰釉が施さ

れた陶器。９の蓋は中央よりややずれて鉦が付されている。外面には山水を描く。１０は瀬戸。美濃系の

磁器皿で内面に巴文や木葉状文を組み合わせた文様を銅版絵付けされている｡明治20年代～戦前の所産。

5６ 

NOL 検出場所 平面形 規模(、） 深さ(c､） 出土遺物 備考

4７ Ｇ２グリット 南北に長い長方形 (1.35)×0.90 4０ 無し ４５．４６．４８．４９，と重複

4８ Ｇ２グリット 東西Ｉ 長い長方形 (0.75)×0.60 1５ 無し 47,と重複

4９ Ｇ２グリット 東西に長い長方形 (2.00)×０．８５ 1４ 無し ４５．４７，と重複

5０ Ｆ３．４グリット 南北に長い長方形 Ｌ２５ｘ０､６０ 2６ カワラケ ７号潤と重複

5１ Ｆ２グリット 方形 ×１．８ 2５ ｲIⅡ：Ｐ 
ﾌﾟ;「怠し’ 5２，． 号井戸と重複

5２ Ｆ２グリット 隅丸方形 ２－４０×２．０５ 6５ 無し 51,゜ 号井戸と重複

5３ Ｆ・Ｇ１グリット 方形 ？Ｘ１．１０ 1７ 無し 14号溝 重複

5４ Ｅ・Ｆ４グリット 南北に長い長方形 (1.30)ｘＬ２０ 2７ 無し ９号溝と重複

5５ Ｅ３．４グリット 隅丸方形 ２．４５Ｘ２．１０ 1８ 寛永通賛 56,と重複

5６ Ｅ３．４グリット 東西に長い長方形 Ｌ６５×０．６５ 無し 55,と重複

5７ Ｅ３グリット 円形 1.20前後 5０ 無し

5８ Ｅ２グリット 歪隅丸方形 1.10×(1.10） 2０ 無し

5９ Ｄ１グリット 東M1:iに長い長方形 １．９５×1３０ 4０ 無し 8号満と重複

6０ Ｄ２グリット 隅丸方形 １．２０Ｘ１－Ｏ５ 1３ 無し 12号満と重複､縄文の可能性。

6１ Ｃ・Ｄ２グリット 南｣kに長い方形 １．６０×１．００ 明 無し 12号洲と重複

6２ Ｄ３グリット |岡丸方形 １.Ｏ５ｘＬＯ５ 無し

6３ Ｃ２．３グリット 歪隅丸三角形 (2.90)×１．９０ 力7ﾗｹ,鰯顕

6４ Ｃ１．２グリット 東西に長い長方形 Ｌ２０ＸＯ,６０ 1０ 無し
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第60図一括遺物(2)

11の青磁片は大皿の底部と考えられる。１２～14は流紋岩質の砥石。１２は先端部分が広がる擁形を呈し、
（註）

使用面は四面。長さ4.5cm、１幅3.9cm、重量359を計る。１３は直方体で四面を使用し、研ぎ痕が残る。長
さ8.2cm、幅2.9cm、重量７５９．１４は短軸の断面形が蒲鉾状を呈し、－面の使用であり、成形はノミによ

る。長さ6.1cm、幅2.9cm、重量６６９．１５の石臼（上臼）は片減りが著しく、下面の擦り目は消滅してい

る。供給口はその残存部分から四角形と思われる。１６は安山岩質の搗臼片で、器高11.7cmを計る。内面
はつるつるに研磨されている。１７の軽石製品はノミにより方形に加工され、凹部は雑な仕上げである。
18は煙管の火皿を偏平に潰した雁首銭で重量２９．１９は煙管の吸い口部分片で重量３９。
(註）脱稿後に２号溝で出土した砥石と同一個体と判明した。

第３節成果と課題

本遺跡は大別して縄文時代、平安時代、中近世の遺構と遺物が検出された。縄文時代では中期後葉の
加曾利Ｅ式期の土坑と同期の遺物が出土した。土器様相からEIII～ＥⅣ式期の終末的と考えられる。
平安時代では４軒の住居跡を検出し、同台地の殿町遺跡でも同期の住居跡が検出されていることから

も集落が広範囲であった可能性が考えられる。本遺跡からの出土遺物は、その様相から10世紀前半代前
後と考えられる。特に４号住居跡からは高台付碗が多く出土し、仏鉢と香炉形土器？は当町では初見で
ある。その他に灰釉耳皿と図示できなかったが緑釉陶器片との供伴から事例からも寺院に拘わる遺跡と
示唆される。また､小破片ではあるが11号溝から出土した縄目状圧痕が残る平瓦からも平安時代~中世
の寺院等の存在を推察する根拠となろう。

周辺は大胡氏～牧野氏に関係する中世～近世に至る遺跡が存在し、本遺跡では隣接する養林寺館杜に
関係する遺構・遺物が存在するか否かが注目された。しかし、その大半は近世に帰属するものが多く、
明確に中世と考えられる存在は少ななかった。

養林寺館祉の構造は山崎一（前掲）による考察があり、大胡町誌では養林寺館社、群馬県古城塁祉で
は大胡館の名称を付している｡現状では内郭を区画する堀が本堂の北～西方にＬ字形に残るのみであり、
５８ 



外郭を区画する状況は不明であった。

氏の考察によると、内郭は本堂の西～北方を鍵形に現存する堀から方60ｍとし、東は３ｍの石垣とな

り、その下に堀があったろうとし、南面は不明である。外郭は西側で内堀から25ｍの幅で現在の道路部

分に堀があり、この空間部分を西曲輪と仮称している｡この部分に牧野家の墓がある。堀は北西部分で

直角に東に折れて土塁幅で直進する二重堀の構造となる。南側は現在の山門前の小道と推定している。

酒井家大胡城絵図を参考にして現在の地形図に当時の道を照合し(第10図)、養林寺の周囲を発掘調査

結果等を踏まえて考察したい。道路は現道と比較しても寺を取り巻く状況と大差なく、当寺の南西部分

と北東部分に新道が出来ている。

近年、道路を隔てた寺の南西で宅地開発に伴う試掘調査により、堀の-部が確認された。この結果、

長善寺の山門に向けて東西に走行し、東方で直角に折れて現在の道路部分に続いている。山崎の推定し

た堀の存在が確実視さたが、養林寺館吐の外郭なのか、長善寺の外郭を構成する堀祉かは不明である。

発掘調査結果では、１号溝が現存する西側の堀の延長上か北西コーナー'こに続くと考えられる゜外郭

内を細分する溝と考えられる。また、絵図に見られる寺域内を通過する水路は９号溝が該当する。遺物

としては、知多系の焼締陶器と古銭が中世に帰属すると考えられる。

今後、当館祉を中心とした解明が大胡氏並びに当町の中世史を解き明かす一途になろう。
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１，大胡神社前Ａ地点遺跡（西より）
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１，養林寺裏遺跡（南より）
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